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図2a 表皮ランゲルハンス細胞の蛍光顕微鏡写真
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図2b Photoshopのレベル補正機能により，図 1bの背
景が真っ黒になるように調整

図3 図1aの骨髄スメア標本原画をPhotoshopで聞い
たところ

場合には， 図5aの作業にあたるときに，レベル

補正ダイアログボックスのスポイトツールの，左

端のボタン(シャドウ用)を選択し，スポイトツー

ルで蛍光顕微鏡の背景部分を選択クリックすれば

よい。

図4 レベル補正を選択しているところ

山ネル亡RGB三日
M レペル

l1101山」
町山ル Eコ匡コ

ユl図プレピユ h

図5a レベル補正ダイア口クボックスが.聞かれたところ

ダイアログボックス内に3つ並ぶスポイ トツールの右端

のボタン(ハイライト用)を選択し，スポイトツールで顕

微鏡写真の背景部分を選択しクリ ックする。

|1/1ノ[2]1
図5b レベル補正ダイアログ

ボックス内の 3つ並ぶ
スポイ卜ツール

左から順に，シャドウ，中

間調，ハイライトとなって

いる。

-応用編 PhotoshopとPersuasionによる科研申

請書作成法

日常の中で色々な書類を提出していく必要がある

わけだが，なかでも科学研究費補助金の研究計画調

書(以下，科研申請書)は研究者にとって大きなもの

であろう。私が実際に提出した平成8年度科学研究

費補助金一般研究(C)研究計画調書の作成手順を紹

介しよう。私は，この方法でさまざまな書類を作成

している。



図6 レベル補正結果のプレビュー

図7 レベル補正前後の，画像をデスクトップ上で比較

しているところ

この方法を考えるうえでいくつかのポイントをま

ず考えた。

その 1(プリントアウトする文字が書類の枠から

絶対にずれないようにする乙と〕。これは， 書類の

原簿をスキャンして，スキャン画像と書き込んだ文

字の双方を同時にプリントアウトすることにした。

その 2(1つの書類が高々 l枚のフロッピーディ

スクにおさまるサイズにすること〕。原稿を最初か

ら白黒二階調でスキャンすればファイルサイズは確

かに小さいが，これを直接プリントアウトしでも，

多くの場合品質は悪い 。 この解決法として

Photoshopのレベル補正機能を利用する。

その 3(現在あるソフトウェアを活用すること〕。

Photoshopに加えて， Aldus Persuasion (アドビシス

テムズジャパン，以下Persuasion)を利用している。

Photoshopでの作業を図8-図15に示しである。
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図8 300 dpi，グレースケール， PICTでスキャンした平
成8年度一般研究 (C)研究計画調書の第 1ぺージ

図9 スキャンした画像の拡大
裏面の文字が薄く灰色に映りこんでいたり，文字の周囲

に淡い灰色の部分があったりする。

フィルタ 選択範囲ウインドウ

.ij否ぎ コントラスト

カラー"ランス

8略U

図10 スキャン画像の不要な灰色部分を除去するため
に司レベル補正を選択しているところ
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図11 レベル補正ダイアログボックスのヒストグラム

右f!UJの大きな111が不姿な灰色部分に， :&:fMUの小さな平た

い111が必要な部分に相当する。

国12 レベル補正のスライ夕、誤整

ヒストグラム直下の3つのスライダを，この留のような

イメージで務殺してみてほしい

毘13 レベル補正結果

レベル補正により，ミ差額の文字が薄く灰色に~央りこんで

いた部分は除去され，必喜善な文学や線の吉11分が黒色に

なった。このレベル檎正後のグレースケール画像を，モ

ノクロ 2階調に変換する。

臨14 モノク口2踏謂ダイアログボックス

JJCS v3no 1用原稿/沼療
:i'，iIす :g:愛穏類

芭 科研一般 (C)箆1ベw ジ
芭 14研一般 (C)第1ベ』ジ者

霞 科研一般 (C)第1ベh ジH

2，064K Adobe Photoshop'" 

44oK Adobe Pllotoshop'" 

192K Adobe Photoshop'" 

圏15 ファイルサイズの比較

ラベル

1ページあたりf采存n寺2，064KBあったファイルサイズ
が，一連の作業により192KB になっている c このこと

により人の研究計阪調議を枚のフロ、ソピーテ与イ

スクに保存できるようになる。このi滋if袋ファイルを
Persuasionで利用するためPICT形式で、保存する。

まず，原稿のスキャンはグレースケールで行なう。

また，スキャン時の解像度の設定は， 200 dpiから

300 dpi程度で，自分が使用するプリンタの解銭度

の整数分の lの値を指定するのがコツである。私

は， LaserWr・iterSelect 300 (アップルコンピュー

タ，出力解像度300dpi)を使用しているので，

300 dpiでスキャンしている。この Photoshopの作

業の目的は，高解{象度のグレースケール原稿から，

高品位の白黒二階調繭像を得ることにある O

Persuationでの作業を菌16-図23に示しである。

Photoshopで作成した科研申請書の白黒二|者説両援

の各ページをパックグラウンドに読み込み，それを

もとに各ページに対応するマスタを持つオートテン

プレートを作成，このオートテンプレートを利用し

て科研申請書を作成するのである。

盤おわりに

Photoshopの中の 1つの機能「レベル補正」を使う

だけで，顕微鏡写真のフォトレタッチが儲単に短時



国16 Persuasionを使って，科研取詰蓄用のオートテン
プレートを作成する

盟17 Persuasionでの用紙設定

A 4，プリント方向は縦である c

以下のE習性老変更する乙とができます。

国18 Persuasionで新規パックグラウンドを作成
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臨19 Persuasionで幸!fi主晃/¥ックグラウンドにグラフイツ

クを読み込む準儀

密20 Persuasionで新規パックグラウンドに，用意した

科研申請書のPICTファイルを読み込む

盟21 Persuasionで新規パックグラウンドに，読み込ま

れた科研一般(C)第 1ぺージ

このパックグラウンドを元にマスターを作成す

る。
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冨]22 Persuasionで作成した科研申請用オートテンプ
レートを利用して宅申請書を作成している菌菌

聞で行えることを示した。科研申詩書のような規格

書類の作成にも威力を発揮する。皆様も，購入した

Photoshopが眠ったままになっているのであれば，

試してみてはいかがだろうか。

文献

平成8匁宜一般跨究 (C)窃鷹針菌傷者書{護者哩1

毘23 印刷された私の科研申請醤
印刷時には，白黒で印刷する。

宜主主•• 

[ 1 1 Adobe Photoshop 3.DJユーザガイド，アドビシステム

ズジャパン， 1994.
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米国の医療情報関係の学会に出席して
一感想、と若い先生への希望-

米国では，日本の何倍もの非常に充実した医療情

報関係の学会が毎年各地で頻繁に開催されている

が，日本ではあまりその実情が報告されることもな

く，また，実際の出席者も少ない。筆者以，この 1

年間に4回このような学会に出席する機会があった

ので，その概要をお怯えして，援療情報に携わるお

若い方の参考になればと思い，この紹介記事の執筆

を引受けた。ちなみに，筆者がこの 1年諮に出賭し

たミーテイングとその開催された時期は，次のとお

りであった。

1. Capturing the Clinical Encounter (Boston， 

June， 1995) 

2. Medical Computing (Boston， September， 

1995) 

3. SCAMC (Symposium on Computer 

Applications in Medical Care) (New Orleans， Oct.， 

1995) 

4. MMVR (Medicine Meets Virtual Reality) (San 

Diego， Jan.， 1996) 

また，筆者の現在の立場およびコンピュータとの

かかわりについても一言する。このようなことで，

読者もどのような事'詰の下でこの記事が書かれたの

かを理解していただければ，内容の把握にもより役

立つと思う。

米国で開催される医療情報関係の学会に出賭する

ためには，演題を発表する場合でも，ただ発表を聞

きに行く場合でも，英語の実力を普段から謄いてお

かなくてはならない。特に僅療情報関係の学会で

は，医師をはじめ ComputerScienceの学部を卒業

した方や Vender，Administrator， Nurse， 

Midwife， RadiologyやLaboratory勤務の方，さら

に雷語学者など非常に多職種で，また異なったパッ

クグラウンドをもった方が参加する O そこで，講師

の方は岳分の講義をよくわかってもらうために，ど

柳田洋一郎 1)

の棺度のレベルで講義をすればよいかをその場で決

めるために，参加者l人l人を指名して，そのキャ

リアや希望などをまず英語でしゃべらせることが多

l '0 
は，産婦人科誌でかつコンビュータにかか

わっているので，米国でこの全く異なった2種類の

学会に毘々出席するが，同じ米自でこうも違うかと

驚く棺，コンピュータに関する学会では参加者を指

してくることが多い。

最近参加したある学会で， I Internet Jがそのワー

クショップのテーマであったが，指された自本人が

fなぜこのワークショップに参加するのかjと関われ

たとき，汀amintereted in Intemet. Intemet is getting 

very popular in Japan.Jと答えるのを経験したが，他

の参加者以IInternetから得た情報をどのようにし

て学生の講義に利用できるかが知りたくて参加し

たJなど，非常に具体的なものばかりであった。し
たがって，若い先生で米国医療情報の学会に出席さ

れる先生は，数ヶ丹前より参加するワークショップ

やシンポジウムの内容について十分予翠をしておく

ことが大切で、ある。

英語そのものについての勉強では，現在日本全国

どこでも開ける CNNInternational (毎月わずか900

円で開ける)を暇さえあれば開いて耳をならすとと

もに，その内容でわからないところがあれば

Internetの CNNのホームページである泊中:// 

www.cnn.comを開いて，その内容をはっきりと掴

むように努力していただきたい。ある学会で，バー

チャルリアリティを和用して手街の練習をする医師

のことを NintendoDoctorといっているのにびっく

りしたことがあるが， CNNのような外国番組を開

いていると英語の勉強だけでなく，ピデオゲームの

ようなものを米国の社会はどのように評価している

かもわかり，学会発表の理解に一段と役立つことは

1)東京マタニティー・クリニック〔守151 東京都渋谷区千駄ヶ谷1-2(}-8 東京マタニティー・クリニック， yanayy@po.iijnet.orお〕
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いうまでもない。

それで、はここで，この4つの学会についてお若い

先生方に投立つような印象記を少し書かせていただ

くこととする。

1 . Capturing the Clinical豆ncounter(Boston， 

June 25-28， 1995) 

ご存じの方も多いと思うが，米国医療情報学会

AMIA (American Medical Informatics Association) 

は，歴史的に幾つかの組織が合体してできたものな

のである。そして数年前より，春に AMIASpring 

Congressと称して，やや小型で専門的な学術集会を

地方で開催し， 10月末か 11月の第 1週に

Washington D. C.で， SCAMCと呼ぶ大型の学術集

会を行なうことにしている(最近数年は，秋の

SCAMCもときどき WashingtonD. C.以外で開催

するようになったが)。

Capturing the Clinical Encounterは，この春の

AMIA Spring Congressに梧当するもので，自本か

らの参加者は筆者も含めて2名であった。 Boston周

辺には， V oice Recognitionなどを製品化している会

社が多数あり，ここでデモされた V0 i c e 

Recognitionはなかなか素晴らしいものであった。

この学締集会の目的は，次のようなものであった。

" Capturing the clinical encounter is a key thema in 

medical informatics. Years of work with computers in 

health care have demonstrated their potentials to 

improve quality and reduce cost. 

Nevertheless， computer still have littel presence in 

clinical practice. One of the primary hurdles blocking 

their use is has been the difficulty in accquiring clinical 

data. 

This conference approaches the issue from several 

perspectlves. 

( 1 ) Technical approaches to capturing data， 

including pen， speech， natural language， and image 

input. 

( 2 ) Applying the technical approach to capturing 

encounter data from patients and providers. 

( 3 ) The vocabulary and conceptual models 

necessary to organize the interface and store the 

captured data. 

( 4 ) Integrating data capture into daily practice and 

exploiting the data for practice guidelines. 

2. Medical Computing (Boston， September 17-

19，1995) 

最近は，米国でも今までコンビュータに特に深い

関心がなかった院長や婦長が，病院情報システムの

大筋を決める相談に参加せざるを得ない'~守勢になっ

てきた。ハーバード大学は，このような方を対象に

して 3日間のセミナーを関鑓した。このセミナーに

参加するには，何らのコンビュータの知識や用語を

知らなくてもよいとの但し書きがついていた。

筆者がこのセミナーに参加した自的は，マニアで

ない一般の米国の医師やナースがどの程度までコン

ピュータのことを知っていればよいのかを日本の場

合と比較したかったからである。

このセミナーで学んだことは，電子カルテという

のは極めてシンプルなスタイルのものでよいこと，

そしてどのようなコンビュータの上でも走ること，

そして病院を組織するすべての職員がコンゼュータ

はすばらしい，コンビュータがなくては仕事ができ

ませんと自然に口から出てくるようなシステムを作

ること，そして全く何らのオリエンテーションを行

なわなくても言霊でもが{吏えるソフトウェアを

Hospital Information Systemに提供することであ

る。

ハーバード関連病院のコンピュータシステムを統

括する CCC(Center for Clinical Computing)が製作

した使用の現場を取材した“Life幽 Line"というビデ

オは，これから HospitalInformation Systemに関与

する方に必見のテープである(東京マタニティー・

クリニック霞療情報部より，有料貸出し中 O

FAX: 03-3404-1596)。

3. SCAMC (Symposium on Computer 

Applications in Medical Care) (New Orleans， Oct. 

28-Nov. 1， 1995) 

“Toward cost effective Clinical Computing"が今大

会のテーマであった。 2，000人近い参加者の中で， B 
本人は多分10名前後であったと思われる。 SCAMC

は，前の 2日間に50近い Tutorialsを行なったが，

そのレベルは大変に高いものであって，日本人が参

加するためには英語はもとより，広範なパックグラ

ウンドの知識を必要とする。筆者が参加した
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“Digital Imaging"のTutorialsの場合には，講師は

元プロのカメラマンであり，参加者がいろいろな条

件で写した景告のスライドをまず映して，参加者一

人一人にその写真を写したフィルムの ASA，使用

したレンズの焦点距離や特性などをコメントさせて

いたのにはび、っくりした。しかし考えてみれば，デ

ジタjレ酒援を扱うのであれば，そのもととなる

画復などについて相当造形が深いことが必要で、あ

り，むしろ日本のコンピュータのセミナーではこの

ような一番大切な所をとばして，技術的なことばか

りに自がいっているのではないかと反省させられ

た。日常の仕事の中で切瑳琢磨し，多くの学問領域

にわたる知識を備えておくことが必要である。

今回の SCAMCの匝巻は，オープンセッション

のスピーチでNLM(National Library of Medicine) 

のMichaelJ. Akkarman氏がVisiblemanの講演を

行なったことであるO 冷凍した捷康な人聞を lmm

の厚さに切i訴し， 3次元の座擦のついた人間のデー

タベースを作った経過をどデオで実際に死体を切訴

するすざましい光景と共に語ったことである。この

データベースは， CD掴 ROMでも LaserDiskでも，

またMag-tapeでも入手することができる。この人

間のデータベース法，次に述べる諮問VRでも阜速

広く使われていた。有用なデータベースがすぐ広範

聞で使われる姿を日本でも見留わなくてはならな

。
、ATV
 

なお， SCAMCの発表を大きく分けると

1 ) Computer Support of Clinical Practice 

2) DecisionSupport System in Clinical Practice 

3) Designing Computerized Patient Records 

4) Computer and Internet -Based Educational 

System 

5) Evaluation of Clinical Information System 

6) Evaluation of Health Care Strategies 

7) Computerized Image Processing and 

Transmission 

となる。次屈の SCAMCIこ参加されようとする方

は，毎日 l時間以上の英語の勉強をされるようお勧

めする。

4. MMVR (Medicine Meets Virtual Reality) 

(San Diego， Jan. 17-20， 1996) 

MMVR4は， 11 Hea1th Care in the Information 

75 

Age"と11Future Tools for Transforming Medicine "を

テーマとして， Hyatt Regency San DiegoとSan

Diego Convention Centerに於て開催された。 2，000

人近い方が参加した大きな会のわりにはややイン

フォーマルなところがあり，わりあいに気楽な会で

はあった。日本からの参加者は10名に満たなかっ

た。そして，場所柄と題材から軍服姿の参加者が多

かった。

コンピュータのソフトウェアの発達に拾で多いに

寄与しているのは軍需産業と航空機製造業の存在で

あるとは，アメリカの大きな詰報処理の学会に出席

すると必ず部かされる言葉である。日本のソフト

ウェア産業が大変ひ弱なの法，日本にはこの2つの

産業が殆ど存在しないからであろう。

米国太平洋岸で第1の海軍基地のある SanDiego 

でのこのバーチャルリアリティの学会は，まず開会

の辞を述べたのが制服の軍人であり，そのオープニ

ングスピーチの中でデモした潤窟の中や荒野の果て

まで駆け抜けてゆくバーチャルリアリティを平日用し

たビデオ番組は，まことに印象に残るものであっ

た。アメリカの箪隊はこのような力を持っているの

かと，思わず恐ろしくなる程の迫力があった。

そして，バーチャルリアリティとテレメディシン

とを利用して，速臨地での診i軒や治療を模擬的に行

なう様子は(アメリカからは遥か彼方にある Bosenia

Herzegovinaの戦場で、重症を負った兵士を治療する

といった現実を捺日目の前にしている米躍でなくて

は)，現実的に研究も利舟もされることが少ないの

ではないかと思われた。

日本のような平和?な国では，国立がんセンター

の小山博史氏や関口隆三氏が発表されたように，脳

外科などへの科用がこのようなハイテクを利用する

主要な分野となろう(会場ですわりながら考えてみ

た。 1年間の交通事故の死者が1万人を越える日本

は，ある意味で BoseniaHerzgovinaや Golan

Heightsよりも借検一杯であり，国民がその気にな

れば，米陸と関じ意味で、のバーチャルリアリティと

テレメディシンとを用いた医療の持来は，大変有望

なものとも考えられる)。

産婦人科医として，この会で大変強い印象を受け

たのは， Teleobstetrics (産科遠踊診断)の実演で

あった。 SanDiego Convention Center (註:ここで

次期米国大統領選の共和党大会が関揺される)の大
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会議場の演台の上のラップトップの上に小型のテレ

ビカメラが据え付けてあり，画面の4分の lにその

カメラに写った産科医すなわち演者の顔と，下の睡

面の4分のlにはNewYorkにいる自分の産科の患

者の顔と騒が交互に写り，子宮底や腹囲の測定から

始まって， ドップラーによる心音の測定や超音波に

よる BPD(biparietal diameter)の測定までをテレビ

で行なってしまった。そのデータは画面の半分の余

白に順次表示されて，それにもとずいて患者への説

明が文字と言葉とでなされていった。その音声の明

瞭なこと，画面の商質の素晴らしさは，その演出と

ともに参加した方へ忘れ得ぬ思い出を残したことで

あろう。

産婦人科医としての筆者にとって，さらにこの発

表で、印象に残ったのは，この患者とデモを行なった

産科医との聞の深い人間関係が，その発表の全域を

通じてひしひしと伝わってきたことであった。戦争

や交通事故などの突発的な場合を除いては，テレメ

ディシンといってもそこに脈々とした人間の心のつ

ながりがなければ，うまくは行かないことを見せ付

けられた発表であった。この発表を見ただけでも，

筆者は長い時間と費用とをかけて遥々 SanDiego に

来た甲斐があると思った次第である。

また，広い震示場に多数の Venderが出している

Virtual Realityを用いた手術の実習装置なども手に

触れることができ，仮想空間の腸を引っ張って癒着

を外したり，錯子でそこを引っぱったりして，バー

チャルリアリティのフィーリングが如詞に実感と

近いものかを生まれて始めて昧わうことができた。

また， 3次元テレビが日がねを掛けている方にも抵

拭なくうまく使えるものであることも始めて実感し

た。そして，それらを説明するベンダーの説明員の

質の高さと熱心さには，本当に圧倒された。

産婦人科で用いる胎克の状況を刻々チェックでき

る分娩監視装置(ElectronicFetal Monitoring)が学会

で華々しく発表されるわりには，米自ではごく限ら

れた大学で、しか見当たらなかったのが， 1970年代の

半ばになって，あっという聞に米国の大部分の病続

に普及していった隷子を思い出す光景であった。

以上で 4つの学会の印象記を終わりにする O な

お，これらの学会のプログラムのコピーや発表され

た論文抄録のコピーなどを希望される方は， E 

mail: yanayy@po.iijnet.or.jpまたは FAX:03-

3404-1596へご連絡ください。

ここに記した4つの情報処理関係の学会の次回の

開催は，次のようになっている O 是非一人でも多く

の先生方がこのような国外の学会に参加されて，新

たな刺激と構想、とを得られることを希望するもので

ある。

1. Telemedicine (Kansas City， June， 1996) 

2. Medical Computing (San Francisco， March， 

1996) 

3. SCAMC (Symposium on Computer 

Applications in Medical Care) (Washington D.C.， 

Oct.， 1996) 

4. MMVR (Medicine Meets Virtual Reality) 

(San Diego， Jan.， 1997) 
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研究に役立つURLデータベース(第 1報)
-ジャーナルおよび出版社の巻-

1盤はc:めに

WWW (World Wide Web)の出現にともない，い

わゆるfInternetブームjが世界中で何時多発的に巻

き起こっている [1，210 WWWを一言で表現す
ると，テキスト・静止顕・音声・動錨などの情報を

マウスのクリックだけで取り出せる全世界データ

ベースといえる。 Internetは，ユーザの餅造力に

よって，どのようにでも拡大するし，逆に狭くもな

る空間である。

昨今ではInternetが民間へ浸透してきているが，

本来の目的は学術研究を支援するためのツールであ

り， Internet上には研究に直接役立つデータベース

が多数存悲している。日本コンピュータサイエンス

学会では，昨年より学会のホームページ (http://

www.jacs.org/)を開設し， Internet上での学郁す情報

の交換を推進している。 f私は医師だから Internet

に法関係がなpJとか， r私は教授だから電子メール
は使えなくてもよpJなどといっていると，有用な

研究犠報から孤立してしまう時代を迎えている。

そこで，本誌において， Internetに関するさまざ

まな最新情報を連載していくことを企画した。今屈

は，研究に役立つ URLデータベースとして，主要

なジャーナルおよび出版社の URLを紹介する。

2 .コンテンツ時代を迎えつつある Internet

1)検索サ…ピス

インフラが整備されてきた Internetの世界におい

て， Internetの中心的役部を担っている明司吊Fのコ

法橋尚宏 1)

ンテンツが重要になってきた。 明司TWは世界中に広

がる情報空間であり， 500万もの明司TWサーバが容

在するという報告がある O この広大な情報空関に対

してコンテンツの検索を効率よく行なうために，多

くの検索サーピスがある O

検索サーピスは，ディレクトリ・サ…ピスとサー

チ・エンジンに分けられる O ディレクトリ・サービ

スでは，あらかじめジャンル加に分類されたリスト

からテーマを絞り込んでいき，自的の WWWサー

バを探し出す O これは， f国人のブックマーク

(Bookmark)集と本質的には同じである。

一方，サーチ・エンジンで詰，ロボットとよばれ

るプログラムが各地の WWWサーバ上のファイル

を隅々までアクセスしてテキスト情報を回収し，こ

の回収された大量の靖報を検索可能な形で提供して

いる O そのため，フォームとよばれるテキストボッ

クスにキーワードを入力すると該当ページをリスト

アップしてくれるので，わずかな手がかりから鵠報

を検索することができる O

ただし，このような検索サービスから自分の欲し

い情報を取り出すこと自体が関難な場合もある。普

段から，興味深いサイトがあればその場で自分の

ブックマークに登録していくことが重要で、ある。

2 )主要なサーチ・エンジン一覧

国内外の主要なサーチ・エンジンとして，以下の

URL (Uniform Resource Locator)があげられる。中

には， ドラゴン・サーチ右どのように，入力した日

本語を告動的に英語に翻訳して検索できる機能をも

っサーチ・エンジンもある。

1 )東邦大学医学部公衆衛生学講座〔別別り請求先:苧143 東京都大問波大森西5-21-16， naohiro@hohashi.org) 

[キーワード]Internet， WWW， URL，データベース司ジャーナル，出版社 (原稿受付日 1996年3月118)
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重量研究に役立つURLデータベース

ODIN (Open Documentary Information 

Navigator) 

http://kichijiroιu-tokyo.ac.jp/odin/ 

TITAN (Total Information Traverse AgeNt) 

http://isserv.tas.ntt.jp/chisho/titan.html 

協NIPPONSEARCH ENGINE 

http://www.juno.sfc.keio.ac.jp/NSE欄NS/dive/

額千盟眼(函1)

http://www.info.waseda.ac.jp/search.html 
関ドラゴン・サーチ

http://www1.nisiq.netr jsengine/dragon/ 

index.html 

NTT DIRECTORY 

http://navi.sI.cae.ntt初/home.html
関サイパースペースジャパン

http://www.iijnet.or.jp/csj/ 

羽TaveSearch 

http://www1.sony.co.jp/Info Plaz a/ 

W A VESearch/ 

関Yahho(やっ抵一)

http://yahho.ita.tutkie.tut.ac.jp/yahho/ 

一一

3 .研究に役立つ URLヂータベース

り研究に投立つURLデータベース

理論的に整った論文を完成させて，可能なかぎり

インパクトファクターの高いジャーナルにアクセプ

トさせることで 1つの流れをもった研究が結実す

る[3 ]。インパクトファクターとは，ジャーナルの

レベルを示す偏菱{誌のようなものであり，各自がも

っジャーナルのインパクトファクターの合計{肢が研究

業績を評価する尺度であるい， 5]。このインパクト

ファクターのサンフフレは， http://avocado.pc.helsinki忠/

impact/などで、閲覧で、きる(罷3)。

今出は，主要なジャーナルおよび出版社のURL

を紹介する。 1996年3月2日-5日にアクセスして

URLを確認し，その一部のページを Netscape

Navigator 2.0 (Netscape Communications 

Corporation)の麗面で示した。なお，この URL

治俗説

降雪Yahoo! (やふ…)

http://www.yahoo.com/ 

NETSEARCH 

http://home.netscape.com/home/internet-

search.html 

Open Text Index 

http://www.opentext.com!omw/f-omw.html 

Lycos (図2) 

http://www.lycos.com! 

襲撃Galaxy

http://www.einet.net!cgiゐinlwais-text-muIti? 

襲警WebCrawler

http://webcrawler.com/ 

AIta Vista 

http://altavista.digital.com/ 

Excite 

http://www.excite.com/ 

議議謡錨
仇勿会 総鋭緩総後泌総語糾

データベースの最新版は，筆者のホームページ

http://www.hohashi.org/に登録しているので利用し

て欲しい。

2 )主なジャーナル…覧

ジャーナルのホームページは1爆発的に増加してい

るが，全文を公開しているのは本誌「コンピュータ

サイエンスJ，IThe Journal ofBiological ChemistrγJ 

など，まだ少ない。 wwwは，印刷物などの紙のメ
ディアのすべてを陳腐化させかねない可能性を秘め

ているい-8L医学・生物学雑誌の終意に関する
議論法， The death of biomedical journals (British 

Medical Journal， 310， 1387-1390， 1995) [9]， 

The Internet and the Journal (New England Journal of 

Medicine， 332， 1709-1710， 1995)を一読すると

面白いであろう。
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護審監療情報学雑誌

http://www.miyazaki“med.ac.jp/jjmi/jjmi.html 

圏衛生試験所報告

http://www.nihs.go.jpINIHS/NIHS94/report93/ 

盤応南数理

http://www.etl.go.jp/Societies/jsiam/publication/ 

index.html 

藤救急医学

http://hypnos.m.ehime剛u.ac.jp/GHDNet/

japanese/acute叩 ed/index.html

関計算機統計学

http://www.jscs.or.jp/mokuji.html 

襲警コンビュータサイエンス(盟4) 

http://www.dna.affrc.go.jp/htdocs/ J A CS/ JJ CS/ 
index.html 
関コンビュータソフトウェア

http://www.brl.ntt.jp/jssst/# ComputerSoftware 

羅生物物理

http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/biophys/Lbiophys/ 

text，j.html 

鐘ActaNeurochirurgica 

http://www.springer.co.at!catalogues/ 

ScJ ournals/journaI2.spr 

鴎AdverseDrug Reactions 

http://www.oup.co.uk/jnlsllistldrugsj/ 

闇Ageand Ageing 

http://www .oup.co.uk/jnls/listl ageing/ 

調AIcoholand AIcoholism 

http://www.oup.co.uk/jnls/listlaIcalc/ 

璽Alzheimer'sDisease Re耳セw

http://www.coa.uky.edu/ADRe，色w/

関TheAmerican Journal of Clinical Nutrition 

http://www.faseb.org/ajcu/ 

重量研究に役立つURLデータベース

霊童耳鼻と臨床

http://www .qent.med.kyushu鞠 u.ac.jp/
jibirin.html 

関電子情報通信学会誌

http://www必ice.or.jp/sjis/kaishi.html

襲撃常子情報通信学会論文誌

http://www.ieice.or.jp/sjis/ronbunshi.html 

盤望新潟医学会雑誌

http://www.med.niigata-u.ac.jp/medlib/igaj.html 

盤日本Ji0用数理学会論文誌

http://www.etI.go.jp/Societies/jsiam/publication/ 

transaction.html 

関日本救急医学会雑誌

http://hypnos.m.ehime-u.ac.j p/G HDN et/ 

japanese/jjaam.html 

霊童民本コンビュータ支援外科学会会誌(閣5) 

http://www.prs.med.keio.ac.jp/j scas/ 

journalj.htm 

関 TheAmerican J ournal of Matれ'nal/Child

Nursing 

http://www.ajn.org/mcnlpage1.html 

髄AmericanJournal ofNursing (o 6) 

http://www.ajn.orglajnlpage1.html 

盤AmericanJournal of Physics 

http://www.amherst.edu:80r ajp/ 

盤AmericanJournal of Preventive Medicine 

http://www.oup.co.uk/jnlsllist/ajpmed/ 

関AmericanScientist 

畑中://www.amsci.org/amsci/amsci.html

盤整TheAmerican Society for Microbiology (ASM) 

http://www .asmusa.org/ 
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時究に投立つURLデータベース

Annals of Biomedical Engineering (ABME) 

http://nsr . bioeng. washington.ed u/ ABME/ 

annals.html 

Annals of Internal Medicine 

http://www .acponline.org/journals/annals/ 

annaltoc.htm 

Annual Review of Biochemistry 

http://www .annurev .org/series/biochem/ 

biochem.htm 

Annual Review of Cell & Developmental Biology 

http://www.annurev.org/series/cell/cell.htm 

Annual Review of Genetics 

http://www .annurev .org/series/genetics/ 

genetics.htm 

Annual Review of Immunology 

http://www .annurev .org/series/immunol/ 

immunol.htm 

Annual Review of Microbiology 

http://www.annurev.org/series/micro/micro.htm 

襲撃AntimicrobialAgents and Chemotherapy 

ht“tp:叫/μ'/w帆、
Anti-Cancer Drug Design 

http://www .oup.co.ukljnls!list/antcan/ 

Applied and Environmental Microbiology 

http://www.asmusa.org/jnlsrc/aem1.htm 

Australian Electronic Journal of Nursing 

Education 

http://www.csu.edu.au/facul ty /health/ 

nurshealth/aejne/aejnehp.htm 

Australasian Journal of Engineering Education 

http://elecpress.lib.monash.edu.au/ ajee/ 

謬BiochemicalJournal 

http://www.portlandpress.co.uklbj/ 

BioEssays 

http://www .citysca pe.co. uk/users/ag64/ 

bioindex.htm 

Biophysical Journal 

http://biosci.cbs.umn.edu/biophys/bj/bj.html 

Bioscene 

http://papa.indstate.edu/Oh/amcbt/bioscene.html 

Blood Cells， Molecules， & Diseases 
http://seconde.scripps.edu/W elcome.html 

堅調Brain

http://www.oup.co.ukljnls!list!brainj/ 

The British Journal of Aesthetics 

http://www.oup.co.ukljnls!list!aesthj/ 

The British Journal of Rheumatology 

http://www .oup.co.ukljnls!list/brheum/ 

British Medical Journal (図7)

http://www.bmj.com/bmj/ 

The Canadian Journal of Plastic Surgery 

http://www.pulsus.com/plastics/home.htm 

The Cancer Journal 

http://www.infobiogen.fr/agora/journals/cancer/ 

homepage.htm 

Cell (図 8) 

http://www.cell.com/cell/index.html 

Cerebral Cortex 

http://www .oup.co.uk/jnls!list/ cercor/ 

Clinical and Diagnostic Laboratory 

Immunology 

http://www .asmusa.org/jnlsrc/cdli1.制限

額 ClinicalMicrobiology Reviews 

http://www.asmusa.org!jnlsrc/cmr1.htm 

Community Development Journal 

http://www .oup.co.ukljnls!list/cdj/ 

Computer Aided Surgery 

http://www.prs.medぷeio.ac伊/iscas/journaI.htm

Computer Applications in the Biosciences 

http://www.oup.co.ukljnls!list/cabios/ 

The Computer Bulletin 

http://www.oup.co.ukljnls!list/combul/ 

The Computer Journal 

http://www.oup.co.ukljnls/list!comjnl/ 

Current Eye Research 

http://www .oup.co.ukljnls!list/ cureye/ 

盤DermatologyOnline Journal 

http://www.ucdavis.edur huntley/ 

DOJ vol1numl!journal.html 

堅調Development

http://www .cityscape.co.uk/users/ag64/ 

devindex.htm 

Digital Technical Journal 

http://www.digital.com!info/DT J/home.html 

The EMBO Journal 

http://www.informatik.uni-rostock.de/HUl¥必

MOLGEN/journals/EMBO-J/ 

Emerging Infectious Diseases 

http://www.cdc.gov/ncidod/EID/eid.htm 

The European Journal of Neuroscience 

http://www .oup.co. ukl jnls/list/eurneu/ 

The European Journal of Public Health 

http://www .oup.co.ukljnls/list!eurpub/ 

Federation of American Societies for 

Experimental Biology (F ASEB) 

http://www.faseb.org/ 

髄FRONTIERSIN BIOSCIENCE 

http://www.allworld.comlbioscience/ 
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襲警GENE

http://www.elsevier.nl/cas/estoc/contents/SA1/ 

03781119.html 

関Genes& Development 

http://www.ωhl.org:80/journals/gnd/ 

護憲GenomeResearch 

http://www.cshl.orgljournals/gr/ 

騒Glycobiology

胸中://www.oup.co.uk/jnlsllistlglycob/

圏Haematologica

http://www.telnetwork.it/haematologica/ 

english.html 

関HealthEducation Research 

http://www.oup.co.uk/jnlsllistlhealed/ 

護憲HealthPolicy and Planning 

http://www.oup.co.uk/jnls/list/heapoν 

暴露HealthPromotion International 

http://www.oup.co.uk/jnlsllistlheapro/ 

閤HumanMolecular Genetics 

http://www .oup.co.uk/jnlsllist/hmgl 

騒 IMAJournal of Mathematics Applied in 

Medicine and Biology 

http://www .oup.co.uk/jnls/list/imammb/ 

盤Immunity

http://www.cell.comlimmunity /index.html 

盤ImmunologyToday 

http://www.elsevier.nl/locate/ito 

関 Informatics(The Journal of Informatics in 

Primary Care) 

http://www.ncl.ac.ukr nphcare/PHCSG/ 

Journal/ 

関InternationalImmunology 

http://www.oup.co.uk/jnls/listlintimml 

護憲InternationalJournal of Epidemiology 

http://www.oup.co.uk/jnlslIist/ije/ 

鶴 InternationalJournal of Systematic 

Bacteriology 

http://www.asmusa.org/jnlsrc/ijsbl.htm 

麓JapaneseJournal of Applied Physics 

http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jjap/index.html 

関Journal of the American Medical Association 
(JAMA) (図9) 

http://www .ama-assn.org/j ournals/standing/ 

jama/jamahome.htm 

藤 Journalof Animal Science 

http://www .asas.orgljas.html 

闇Journalof Applied Crystallography 

http://www.iucr.ac.uk/journals/jac/jac.html 

議研究に役立つURLデータベース

Journal of Artificial Intelligence Research 

http://www .cs. washington.edu/research/jair/ 

home.html 

Journal of Bacteriology 

http://www.asmusa.org/jnlsrc/jbl.htm 

盤TheJournal of Biochemistry 

http://www.bcasj.or.jp/jbindex.html 

盤TheJournal of Biological Chemistry (閣10)

http://www-jbc.stanford.edu/jbc/ 

露Journalof Cell Science 

http://www .cityscape.co.uk/users/ag64/ 

jcsindex.htm 

襲警TheJournal of Clinical Investigation 

http://www-comm.ucsd.edu/jci.htm 

盤整Journalof Clinical Microbiology 

http://www.asmusa.org/jnlsrc/jcm1.htm 

襲撃Journalof Computational Biology 

http://brnt.gdb.org/compbio/jcb/ 

騒Journalof Computational Chemistry 

http://wiley.edoc.com/jcc/ 

関Journalof Computer-Aided Materials Design 

http://jcamatd.ethz.ch/jcamatd/jcamatd.html 

襲警Journalof Experimeutal Algorithmics 

http://www .jea.acm.org/ 

襲撃Journalof Experimental Biology 

http://www .ci tyscape.co. uk/users/ag64/ 

jebindex.htm 

The Journal of Experimental Botany 

http://www .oup.co. uk/jnlslIist/ exbotj/ 

麟Journalof Fluids Engeeniering 

h刷tt叩p:叫/μ'/s舵cholar.lib.v悦t

The Journal of Heredity 

http://www.oup.co.uk/jnlslIistljhered/ 

警護Journalof Image Guided Surgery (関11)

http://www.igs.wiley.coml 

襲警TheJournal of Immunology 

http://www.at-home.com/JII 

盤Journalof Molecular Biology 

http://www.hbuk.co.uk/jmb/ 

関Journalof抗olecularModeling 

http://www .organik.unトerlangen.de/info/

JMOLMOD/jmolinfo.html 

騒Journalof the National Cancer Institute 

http://wwwicic.nci.nih.gov/jnci/jnci_issues.html 

騒TheJournal of the Physical Society of Japan 

http://柄引開。c.nacsis.ac必/jps/jpsj/index.html
盤Journalof Statistics Education 

http://www2.ncsu.edu/ncsu/pams/stat/info/jse/ 

homepage.html 
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議研究に役立つURしデータベース

襲撃Journalof Universal Computer Science 

http://hgiicmぷE忽raz.ac.at!CJUCS Joot 
藤 TheJournal of Urology 

http://www.wwilkins.com/ur叫ogy/

関Journalof Virology 

http://www.asmusa.org/jnlsrc/jvl.htm 

闇Journalof Zoology 

http://www.oup.co必k/jnlsllist!zoo/

関MedicalSciences Bulletin 

http://pharminfo.com/pubs/msb/msbmnu.html 

璽MedicineOn-Line 

http://www.priory.com/journals/med.htm 

Microbiological Reviews 

http://www .asmusa.org/jnlsrc/mr・l.htm

璽Molecularand Cellular Biology (MCB) 

http://www.asmusa.org/jnlsrc/mcb1.htm 

鐘MolecularVision 

http://wwwl.cc.emory.edu/ 

MOLECULAR VISION/ 

璽Molecules

http://science.springer.de/molec/molecule.htm 

属議Morbidityand Mortality Weekly Report 

http://www .cdc.gov/epo/諮 mwr/mmwr.html

襲警MouseGenome 

http://www.oup.co.uk/jnls/list/mousej/ 

襲撃Mutagenesis

http://www .oup.co.uk/jnlsllist/mutage/ 
関Nature(図12)

http://www.nature.com/ 

関NephrologyDialysis Transplantation 

http://www .oup.co.uk/jnlsllist!ndt! 

塁審NetworkScience 

http://edisto.awod.com/netsci/ 

関Neuron

http://www.ceIl.com/neuron/index.html 

関Neurosurgery

http://www.wwill玉ins.com/neurosurgery/

鞠NewAstronomy 

http://www.elsevier.com : 80/j ournals/newast/ 

Menu.html 

髄TheNew York Journal of Mathematics 

http://nyjm.albany .edu:8000/ 
塁審NucIeicAcids Research 

http://www.oup.co.uk/nar/ 

髄NursingResearch 

http://www.ajn.orglnr/pagel.html 

襲撃 The OnLine J ournal of Plastic and 
Reconstructive Surgery 

http://brasiI.emb .nw .dc. us/NIB/OJPRS/ 

welcome.htm 

関ORNLReview 

http://www .ornI.gov/ORNLReview/rev2ふ2/text!

home.html 

関PlantDisease 

http://www.scisoc.orglpubs/pdisease/ 

襲撃 Proceedingsof The London Mathematical 

Society 

http://www .oup.co.uk/jnlsllist!plms/ 

関ProteinEngineering 

胸中://www.oup.co.uk/jnls/list/proeng/

盤ProteinScience 

http://www.prosci.uci.ed耐

震覇Protoplasma

http://www.springer.co.at!ca talogues/ 

ScJ ournals/journal27 .spr 

襲撃ThePublic司AccessComputer Systems Review 

http://info必b.uh.edu/pacsrev.html

審議RadiationResearch 

http://www.kcj.com/radres/ 

関RNA

http://www . cup .org/ J ournals/RN A/ 

RNAHomePage.html 
霊童Science(臨13)

http://science-mag.aaas.org/science/ 

関Science(和文要約)(図14)

http://www.ricoh.co.jp/rdc/ic/misc/ a bs 31u b/ 

Science.html 

響調SoftwareReviews 

http://www.Iiv.ac.uk/ctichem/swrev.html 

霊童 Southwest Journal of Pure and Applied 

Mathematics 

h加ltt旬p:凶/μ/r悶.鴻at柑t“ler冗ame位ron
露関覇Structure 

http://www .curscI.co. uk/BioMedN et/str/ 

strinf.html 

麟VeterinaryPathology 

http://www .cvm. uiuc.ed u/HomePages/ 

JFZachary/VetPathol 

護審TheWorld Wide Web Journal ofBiology 

http://epress.com/w3jbio/ 
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3 )主な出版社一覧

盟アスキー

http://www.ascii.co.jp/ 

瞳アルク

http://www.alc.co.jp/ 
覇岩波審~

http://www.mki.co.jp/iwanami.html 
園インプレス

http://www.impress.co.jp/ 

盤河出番薦新社

http://www.bnn.co.jp/KAWADE/index.html 

盤技術評論社

http://www.gihyo.co.jp/indexJ.html 
盟共立出版

http://www主"i.co.jp/park/kyoritsu/
瞳講談社

http://www.toppan.co.jplkodansha/ 

盟小学館

http://www.toppan.co.jp/bookshop/index-j.html 

臨AcademicPress (図17)

http://www.apnet.coml 

瞳Associationof American University Presses 

h秘tt旬p:凶/μ'/aaup.pl蕊lp戸res崎s.p戸r担i

闇B到la坑ckweIlScience 

http://www.blacksci.co.uk/ 

瞳CambridgeUniversity Press 

http://www.cup.cam.ac.uk/ 

躍 Chapman& HaIl 

http://www.chaphaIl.comlchaphall.html 

臨ElsevierScience 

http://www.elsevier.nl/ 

議研究に役立つURLデータベース

関サイエンス社

http://www .bekkoame.or .jpr saiensu/ 

瞳ソフトパンク

http://www.softbank.co.jp/ 

醸東京大学出版会(関15)

http://cancer .mss.co.jp/むPI

豊富日外アソシエーツ

http://www.nichigai.co.jp/ 

瞳日経BP社
http://ww鴨川ikkeibp.co必lindex品tml
臨ひつじ書房

E悩ltt句p:凶/μ/w帆y司w司市州r明鴨

髄ピ一.エヌ・エヌ(図16)

http://www.bnn-net.or伊/
園自夜書房

http://www.iijnet.or.jp/byakuya/ 
盤リクルート

http://mixj.recruit.co.jp/index-j-j.html 

騒JohnWiley & Sons 

http://www.wiley.co狂11

豊富MITPress 

http://www柵mitpress.mit.edu/

調OxfordUniversity Press (図18)

http://www .oup.co.uk/ 

豊富PenguinUSA 

http://www.penguin.comlusa/ 
覇Springer幽Verlag

http://www.springer.de/ 

議議縁縫鎚議議
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ifact 
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半減期を掲載)

国4 http://www.dna.affrc.go.jp/htdocs/JACS/ 
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(看護系ジャーナルIAmerican Journal ofNursingJの

本文を閲覧可能)

図7 http://www.bmj.com!bmj/ 
(医学系ジャーナJl-IBritishMedical JournaIJの

Abstractを公開)

盟8 http://www.cell.comlcell/index.html 

(lCellJ最新号に掲載されたArticleのSummaryな
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臨9 http://www.ama-assn.org/journals/standing/ 
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図10 http://ww，，寸bc.stanford.edu/jbc/
(他のジャーナルに先駆けて， IThe J ournal of 

Biological Chemistry Jのf注文を公関したことで有名)
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図16

図16 http://www.bnn-net.or.jp/ 
(ビー・エヌ・エヌ発行のコンビュータ関係の雑誌

情報を公開)

aJ17 http://www.apnet.comJ 
(Academic Pr巴ssの書籍やジャーナルの出版案内)

盟18 http://www.oup.co.ukl 

(Oxford University Pressの73緩やジャーナルの出版

案内)
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第4回自本コンピュ…タサイエンス学会学術集会の開催に捺して

柳田洋一部(第4四日本コンビュータサイエンス学会学揃集会会頭)

1995王子9月3日，第4回日本コンピュータサイエンス

学会学前集会(第33国産婦人科情報処理研究会と共能)

が，神宮外苑と大宮御所との慌に位置する明治記念館(東

京都港区)において隠iftされた(図し 2)。

1.会頭の立場から

この学術集会の会頭を仰せつかった筆者は，第3ITII学

術集会の終了時までは単なる一会員に過ぎなかった。今

回の学術集会の半年前にそのま立を与えられたので，時

間，資金，技術開題，会場選びなど，まさに極限に近い

状態で企掘され，実行した。

汁こ，本学会の他の役員および顧問，そして共能を

承諾された産婦人科'fl村民処理研究会会員のご援助で，と

もに学び得た学前集会を無事終了できたことに改めて尽

くお礼申し上げる次第である。さらに，多大の資金のご

援助をいただいた援態義塾大学毘学部産婦人科出窓会(北

井徳蔵会長)，さらにご協賛いただいた*京母性衛生学会

(古谷博理事長)，ご協力いただいた産婦人科臨床懇話会

(佐藤孝道代表倣話人)，そして，会場の設営および運営

にご協力いただいた雪印乳業株式会社の関係各位に厚く

お礼申し上げる次第である。また，高速通信ITII掠 ISDN

の敷設など，会場の設営のためにわれわれの大変難しい

要求を受け入れてくださり，会場設営のために深夜ま

で，また早朝より絶大なご協力をいただいた明治記念館

の松本選夜営業謀長をはじめとするご関係者に深甚ーな感

謝の意を捧げるものである。いろいろな技能上の問題の

解決に力になっていただいた理事，とくに学館集会前日

の設営作業に深夜まで本当に献身的なご協力をいただい

た理事，受付業務の総指揮をとってくださった東京母性

衛生学会の山内宗子理事にはお礼の中しようもない。ま

国1 第1会場の様子

た，技術上の大変なサポートをしていただいた銀座サク

ラヤのご関係者，および森JlI医科器械株式会社の渡辺一

夫氏に厚くお礼申し上げる c

以上，ながながとまず謝辞を述べさせていただいたの

は，学手詩集会の内容は別に論じるにしても，このような

学街集会では最も大立!な一要素であるプレゼンテーショ

ンの技摘レベルで，米国の代表的な情報学会である

SCAMC (Symposium on Computer Applications in 

担edicalCare)のそれにも負けない裂の成果を上(f得て，
大勢の専門家から高い評filIiをいただくことができたの

は‘このような多方面の人材のご協力を得ることができ

たためだと自負しているからである。

そして過去10数年hにわたり，このような方弱の具体的

な知識と技術を教示してくださった共能の産婦人科情報

処理研究会の役員，とくに加藤達夫，大犠克洋，間宮

親， f是永j忠夫の諸氏の街i援助なしには，この学術集会は

成り立たなかったと思われる。永年のご教示とご指導

に，改めて厚く感謝の慈:を捧げるものである。また，

術集会開{誌のために，本業で多忙な中を大変協力してく

れた東京マタニティー・クリニック職員，とくに医療情

報部各位に深甚なる感謝の意を表するものである。

今後， ~:I央あるいは地方あるいは会員各自の職場で，

規模の大小はあれこのような学術集会または研究会を間

出されようとするお若い会員にとって，この学楠集会の

セットアップは必ずや役立つ具体的な情報を与えたこと

i玄関連いない。また，日'詰このように個人として，また

間2 座長を務める筆者
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学会として多国的な人脈を作っておくことが，今後この

ような学簡集会の運営にあたられる方には心掛けておい

ていただきたいことである。

そして， The last but not the leastであるが，講師に最適

な方を選んでくださったプログラム委員会の委員各位，

およびそれに応えて素晴らしいご講演をしてくださった

各位に深甚な感謝の意を捧げるものである。

2. 自本コンビュータサイエンス学会の設立の主旨を

振り返って

さて，日本コンピュータサイエンス学会は，単に医学

のみでなく科学に関するあらゆる領域の問題について，

会員および参加者がその経験を分かち合うことを自的と

して発足したが，理事などの役員の大部分が医学部関係

者であることから演題の大部分は医学に関係深いものが

多かった。

しかし，現在の毘学は，検査・診断・治療および研究

のほぼ全領域が BilogicalEngineeringの技術を背景に成

り立っているので，ここで発表しまた吸収できる技術や

知識は，ほとんどそのまま科学の全領域に応用可能であ

る。そのために，この学術集会の出席者は，法学以外の

法い範関にわたっており，これがこの学会の大きな特徴

となってきた。

さらに，今司はハイエンドからローエンドに至るコン

ピュータ講習会が学術集会当日およびその前日に開催さ

れたので，看護婦(士)や助産婦など，従来はこの学会に

参加しなかったパラメデイカルの方が大勢参加されたこ

とは特筆に値しよう。

今回の学術集会の2つのワークショップである「コン

ビュータは監療の壁の向上に益したかJおよびf携帯端末
の応用jは，学ぶところ多いセッションであった。監学の

倍常の実地応用語では，これらの方々のカに依存するこ

とが多いので，この講演は大いに歓迎されたと思われ

る。

B本で陸療情報学を扱う唯一の学会である日本医療情

報学会も，医学の実地面でのコンピュータの利用につい

て約10年前から一生懸命取り組んできているが，オーダ

リングシステムなどを除けば まだまだ米自のそれに比

してはるかに後ろを歩いているといわなければならな

p。

1995年6月に米国のボストンで開催され，筆者も参加

した米国援療情報学会(AMIA)のSpringCongressのメイ

ンテーマはrCapturing the Clinical EncounterJで，このよ
うな基本的な事柄が実地面ではどんなに大切であるかが

容易に理解されよう。また， 1995年9月，陪じくボスト

ンで行なわれ，筆者も参加した AMIA(米関医療情報学

会)がスポンサーでハーバード大学が主寵した Clinical

Computing in Patient Careの趣意書の中には，次のように

警かれていた。

Effective management of health care information is 

critical not only for patient care， but also the survival of our 

health institutions. Increasingly， clinicians are called upon to 

help develop，巴volv巴， and implement strategic health plans 

without understanding the implications for information 

systems. 

日本では，とくに弱いといわれるデータベースや通信

の重要性を改めて認識するためにも， r研究における
InternetJは大変得るところが多いシンポジウムであっ

た。そして，最後の藤野豊美氏の「コンピュータ支媛外

科jは，単に形成外科の領域のみでなく外科系のすべての

領域で，今後このような発想、を必要としよう。

3.プログラムの内容

(1)学会前日コンピュータ講習会

1995年9月2日(土)(10: 30-16 : 30) 

会場:NTT MEDIA LAB (東京都港臣南麻布)

コース 1 これから始める Macintosh入門

講師:法橋尚宏(東邦大学軍学部公衆衛生学)

コース 2: Macintoshによるフレゼ、ンテーションのすべて

講師:池司俊也(慶態義塾大学医学部病院管理学)

1人 1台用意された Macintoshを操作しながら，

Macintoshの操作を学習した。

( 2 )第4陣学術集会(共催:第33出産婦人科情報処理研究

会)

第l会場(富士の関)

(9 : 00-9 : 10) 

開会の辞(ClinicalApplications of Computer) (会頭:柳田

洋一郎)

第4四日本コンピュータサイエンス学会学術集会は，ス

クリーンに投影された地ayoClinic Family Health Bookの

音楽を伴ったシーンとともに慌:暮した。それに続いて，

日本ではソフトウェアの路発が遅れていることを例に選

んで説明した。

(9 : 10-10 : 45) 

ワークショップ1 コンピュータは医療の質の向上に益

したか

看護，病院管理坂部長正(鈴鹿医療科学技能大学)

患者情報管理清水稔(濁協霞科大学越谷満院錆環器内

科)
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病読管理，システム設計 中村清吾(聖路加国i捺病院外

科)

電子カルテ 亀剖信分(亀田総合病院校長)

カルテ 大橋克洋(大橋産科婦人科)

コンピュータ技術の進歩に伴い，題橡診断や遠鵠医療な

どにより医療が大きく変容してきた。患者データベース

の構築とそれを用いた臨床研究，事務作業の額格化など

が行なわれるようになった。本ワークショップでは，こ

うした霞療情報処理の実例や電子カルテが紹介されコン

ピュータが医療の発援に不可欠で、あることを印象付け

た。

ワークショップ2:携帯端末の応用

LX200について 藤田信之(国立遺伝学研究所分子遺伝

学部門)

Newtonについて 加部一彦(愛育病院)

データ発生源での入力と現場で必要な'埼報を臨定端末の

所まで行かなくても知ることができる方法として，最近

ハードウェア的にもソフトウェア的にも大変進歩してき

た携搭端末の実態，それをすでに使用しはじめている研

究者の体験談は，これからこの方面に進もうとする方に

大きな刺激を与えた。

(13 : 00~14 : 00) 

テクニカルセミナー:携帯端末MagicLink (SONY) 

柳本吉彦(SONYインフォコムプロダクトカンパニ-

PIC酪品部統括部長)

ビジネスの世界では実用化が始まっている携帯端末は，

いよいよ医援や研究領域でも利用可能となりつつある o

SONYの画期的な小型携帯端末(わが国では未発売，米関

にて発売中)の米国での使用の実際を紹介いただき，多大

の感銘を与えた。

(14 : 00~15 : 45) 

シンポジウム:研究におけるインターネットの利用

インターネットとは竹腰正経(東海大学歴学部分子生

命科学2講部)

医学・産療での利用 池田俊也(慶臆義塾大学毘学部病

院管理学)

分子生物学での利用 鵜JlI義弘(農林水産省農業生物資

源研究所)ほか

インターネットをパリパリ活用されている講師から，具

体的な利用法を実際にコンビュータを操作しているとこ

ろを見ることによって理解することができた。あたかも

自分がアクセスしているような気分で大画面を克てい

た。また，インターネットを研究に利用する実際的方法

もよくわかった。

(16 : 00~17 : 00) 

特別講演:コンピュータ支譲外科

藤野豊美(慶搭義塾大学底学部形成外科)

最近，コンピュータシミュレーションを外科手術に応賭

する「コンビュータ支援外科」という研究領域が確立され

注自を集めているo 本特別講演では， rコンピュータ支援
外科jの概念を世界で初めて提唱された藤野豊美氏が素晴

らしいビデオを中心にして，最新の研究状況について講

演され多大の感銘を与えた。

第2会場(紅梅の関)

コンビュータ講習会初級者コース (Macintoshの大陸樹投

影による講義)

(9 : 10~10 : 45) 

クラリスワークス入門

金子周司(京都大学薬学部薬理学)，河本能(広島大学菌

学部口!控生化学)，大竹樽(福井県立大学経済学部英語

学)

(11 : OO~ 12 : 15) 

初心者のためのインターネット入門

池田俊也(慶磨、義塾大学法学部病院管理学)

第3会場(芙蓉の陪)

コンビュータ講習会上級者コース (Macintoshの大画面投

影による講義)

(9 : 10~ 1O : 45) 

踊像処理1(Adobe Photoshop) 

沼原利彦(香川i医大皮膚科) 小島清嗣(オリンパス)

(11 : 00~12 : 15) 

爵像処理2(NIH Image) 

小島清嗣(オリンパス)，沼原利彦(香川医大皮蔚科)

(13 : 00~14 : 15) 

文献検索・文献管理・電子辞書

金子問問(京都大学薬学部) 藤田倍之(鴎立遺伝学研究

所分子遺伝学部門)

(14 : 30~15 : 45) 

統計

簡出昭彦(鳥取大学援学部衛生学教事)

4.一般演題

紅梅の詞(第2会場)(13 : 00~16 : 00) 

第1辞任3: 00~14 : 00)康長:清水稔
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1. EOSDCS 3 cデジタルスチルカメラを用いたスライ

ド化の一考察

商山毅，新谷間，大越裕幸(戸司中央総合病院抗E

科)，山口側(間麻酔科)，鈴木富夫(キヤノン販売カメ

ラ総合計画課)，大西智久(キヤノンゼロワンショップ)

2. Pigment injectionによる皮膚色再現 (SkinColor 

Management Systemへの展望〉

内田彰子，中山凱夫(筑波大学臨床医学系形成外科)

3. NIH Imag巴によるヒト毛成長速度及び毛髪i度経の計

測

拐衛軍，山中由桂子，歌田泉美，高木紀子(株式会社ア

ルソア央粧)，小林正彦(東京大学農学部)

4.パーソナルコンピュータを用いた補綴治療計画支援

システム

仲間重樹(仲田歯科医院) 荷正高(大阪密科大学補誠学

第3講座)

第2群(14: 00-15 : 00)座長:高瀬義昌

5.気管支鏡のシュミレーション型トレーニングスタッ

ク/パッチリ気管支鏡

大森久紀(南生協病院呼吸器内科)，高木第(協立総合病

院消化器内科)

6.マルチメディアを活用した脳神経外科の検査のイン

フオームド・コンセント

大泉太郎，大平貴之，戸谷重雄(慶磨、義塾大学医学部脳

神経外科)，堂本洋一(慶臆義塾大学伊勢慶謄痛院脳神

経外科)

7. CD-ROM人体図iANATOMISTJを用いた授業につ

いて

伊藤幸子(北里大学看護学部)，渡辺一夫(森川医科器械

株式会社)

8. 米国に於ける匿療とマルチメディアの現状-

Interactive Health Care 95報告

渡辺一夫(森川匿科器械)

第3群(15: 00-16 : 00)座長加者1I…彦

9.ライフサイエンス辞書2(LSD 2)の内容と利用に関

する調査および客観評価

河本提(広島大学臨学部)，鵜JlI義弘(農林省農業生物資

漉研究所)，大武博(福井県立大経済学部)，竹内浩昭

(静間大学理学部)，竹腰正隆(東海大学医学部)，藤田

信之(国立遺法学研究所) 金子関前(京都大学薬学部)

10. Microsoft Exce15.0を陥いた放射線科の集計業務

根岸邦夫，佐藤真太郎，宿谷俊民11，ift島正弘，村田光

俊(猫協医科大学越谷病院放射線部)，塩野孝博，岩崎

尚弥(濁協医科大学越谷病院放射線科)

11.エクセルマクロによる APACHEi自動計算プログラ
ム:アパッチ検太君

高木篤，斎毘武郊(協立総合病院消化器内科)

一般演題の下記2題はシンポジュームで発表(13: 30-

15: 45) 

S-5.インターネットによる産業医学文献データベース

の利用

八幡勝也東敏昭(産業医科大学産業生態科学研究所作

業病態学研究室)，舟谷文男(産業医科大学病院管理

学)，高間和美(産業医科大学産業産実務研修センター)

S-6. WWW Serv巴rで病理診甑部門の情報発信を試み

る

真崎武(京都府立陸大病読病理部)

5. まとめ

大勢の関係者および参加者のご協力により，短い準備

期間しかなかったにもかかわらず，大変Informativeで

Educationalな学術集会を開催できましたことを改めて厚

くお礼申し上げ，会頭としての学会記を終わらせていた

だく O

なお，この学術集会の棺当部分はビデオテープに録必jj

されており，ご希望の方には一部は割付可能(有料)で

す。ただし，短時間の一部分の記録のみの配付はいたし

ません。連絡は，東京マタニティー・クリニック (FAX:

03-3404-1596)へお願いいたします。
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第5自詰本コンビュータサイエンス学会学構集会のお知らせ

この度，第 5悶日本コンピュータサイエンス学会学術

集会を平成8年3丹24日(日曜日)に開接することとなり

ました。本学術集会のテーマは「新しい時代の通信環境j

と題して，国立がんセンターにおける最新のコンピュー

タ通信環境のデモンストレーションを含め，密度が高く

内容の濃い講演を企闘いたしました。なお，今聞はすべ

て指定演題のため一般演題の発表はありません。

〔日時・場所]

平成8年3丹24日(日曜日)10 : 00-16 : 30 

鴎立がんセンター研究所セミナールーム

(東京・地下鉄日比谷藤東銀底駅下率3分)

[会費]

会員:5，000円，非会員:10，000円(当日徴収)

[プログラム]

10: 00開会

10: 00-10 : 20学会総会(法橋尚宏理事長)

10 : 30-12 : 30 [セッション lHヴアーチャル・リア

リティとテレ・コミュニケーションj

座長柳剖洋一郎，t'r腰正隆

。ここまで進んだ遠臨医療-Medicine羽田tsVirtual 

Reality: 4に参加して一(柳田洋一郎)

〔演者紹介]東京マタニティー・クリニック院長。産科領

域におけるコンビュータ利用の第一人者。日本コン

ビュータサイエンス学会顧陪，産婦人科鵠報処理研究

会世話人，東京母性衛生学会副理事長等を務める。

[内容]Virtual Realityの学会MMVR(Medicine Meets 

Virtual Reality)は毎年SanDiegoで開擢されており，

今年で4回目を迎えた。今臨は， San Diegoにいる産科

医が，今 NewYorkにいる自分の産科の患者を Tele

Obstetrics (R巴moteObsteric Care by Telepresence)で診

察している様子を中心に，本学会の内容の一部をスラ

イドとビデオでご覧いただく予定である C

φ違臨診断司逮捕手術，そして宅遠隅シミュレーション
(小林正弘)

[演者紹介]慶謄義塾大学医学部形成外科学専任講師。コ

ンピュータ支援外科，シミュレーション外科に関する

研究に従事している。特に光造形法3次元実体モデル

の応胞に関する研究を報告している。

[内容]コンビュータを外科予備へ応躍する方法として，

手続前のコンビュータ支援診断，手術計画を行なうコ

ンピュータ支譲シミュレーション，そして実捺の手術

中の応用としてのコンビュータ支護手術の 3つがあ

るc また，ネットワーク技指の発達により，それらは

スタンドアロンからネットワーク上へ移行しつつあ

る。その中で，遠隔診断，遠縞予備の研究は比較的多

くの施設で行なわれているが，連関シミュレーション

というものはあまり行なわれていない。われわれは，

高速ネットワーク綴線上での遠縞シミュレーションに

関する実験を開始した。それぞれについて，現在の状

況を概説したい。

。国立がんセンターにおけるテレ・コミュニケーション

の利用(水島洋)

[演者紹介]限立がんセンター研究所がん情報研究部勤

務。国立がんセンターにおけるローカルエリアネット

ワークの管理者eとして，インターネットにおける情報

提供を行なっている O

[内容〕国立がんセンターでは，地方がんセンターを含む

7ヵJifrを同時に結んで、， HDTV画像を用いたテレカ

ブァランスシステムを陪発し，毎週カンファランスを

開いている。その他， 45~bps ， 156~bps などの B­

ISDN技術を悶いたシステムなどの紹介もする。

12: 3か-13:30昼食

13 : 30-16 : 30 [セッション 2Hインターネットの実

践的活用法j

座長高瀬義昌，鈴木康生

。インターネットで利用できるサービス(水島 洋)

[演者紹介]上記参照。

[内容]インターネットの利用形態も従来からの学縮情報

の伝送から，商問利用も可能なように変わってきてい

る。その傾向の中で，マルチメディアを用いた新しい

技術も次々に開発されている。インターネットで利照

できる様々なサービスをデモンストレーションを交え

て紹介したい。

⑤インターネットとバイオ研究(竹麗正隆)

[演者紹介〕東海大学医学部分子生命科学2講師。ウイル

スの分子生物学的研究に従事する一方で，インター

ネット経由で各種データベースを利用している。
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[内容]バイオ研究におけるインターネットの重要性は大

きなものがある。各種データベースがインターネット

から利用できるようになって，研究のスタイルが大き

く変わらざるをえない状況である。本講漬ではそのノ

ウハウを伝えたい。

③インタ…ネットと図書館情報(市古みどり)

[演者紹介]慶態義塾大学涯学メディアセンター情報メ

ディアサービス係主任。慶磨、義塾大学文学部大学院図

書館情報学科博士課程修了。昨年はピッツパーグ大学

臨書舘など米国各地の図書揺にて図書館情報学の研

修，見学を行なった。

[内容]インターネット上のほ学関連情報および，文献検

索，情報検索ツーjレを紹介。特に， MEDLINEは，昨

年末からインターネットを介して誼接米国国立医学図

書館へアクセスが可能となっており，その検索ソフト

ウエアである GratefulMedを中心に解説する。

③インターネットと医学・匪療(池田俊也)

[演者紹介]慶慮義塾大学医学部病院管理学教室助手。米

国留学中にインターネットの有用性に気づいて以来，

インターネットの医療応、用の可能性を繰索している。

[内容]医学・援療に関連した情報の探索は必ず、しも容易

ではなく，その利用は必ずしも進んで、いない。そこで

今回は，医薬品情報，感染症情報，医学教育用資料，

医療施設情報，文献データベース等の'靖報源を紹介

その有用性を検討する。し，

⑫インターネットにおける情報発信(鵜川義弘)

[演者紹介]農林水産省農業生物資源研究所遺伝資源第二部

DNA管理情報科勤務。 DNAデータベースの構築と情報

提供のためのインターフェイス作りに従事している。

[内容]日本コンピュータサイエンス学会がホームページを

持ち，その学会誌が川崎明fで見ることができるように

なったo¥¥明司r版学会誌を紹介しながら，研究情報の発

信を研究者や学会が直接行なうことの意義を考えたい。

パネルディスカッション(インタ…ネットの研究利毘)

[内容]上手な情報検索の方法，インターネットと出版，イ

ンターネットと著作権など，インターネットの研究利用

における最近の話題について，各演者が討論を行ないま

す。フロアからも討論に参加していただく予定です。

16: 30期会

第5冨日本コンピュータサイエンス学会学稿集会

会頭 池田俊也(慶磨、義塾大学医学部病院管理学教室)

副会頭水島洋(国立がんセンター研究所がん情報研究

部)

第6四日本コンビュータサイエンス学会学術集会
ご参加のお薦め(第 1報)

日本コンピュータサイエンス学会は，医学，菌学，薬学，看護学，理学，工学，農学等に関連する領域の研究者の1m

で，診療や研究活動を支援するコンピュータの活用事例を交換する場を提供することを目的として， 1994年に設立されま

した。会員およびご関係の方々のご協力とご尽力により，参加者は1，500人におよぶほどになりました。

本年も，第5回学術集会を3月24日(日)に国立がんセンターにおいて開催し，引き続き第6回学部1集会を下記のように

開催することになりましたので，お知らせ申し上げます。

[日時]

王子成8年9月113 (日曜13，防災の日)

9:00-17:00の予定

[開館場所]

東京有明罷際展示場6階(全フロアー)

社団法人東京見本市協会

〒135 東京都江東包有明3-21-1

[共擢(予定)] 

特定公益増進法人 日米医学医諜交流財団

メインテーマ:日本の科学・社会はパージョン

アップ可能か?

会頭

1996年2月26日

高瀬義昌(援療法人社団常仁会

牛久愛和総合病読)



Japanese Journal of Computer Science Vol.3， No.1， 1996 97 

日本コンビュータサイエンス学会第5関役員会要旨

弁護士の遠藤直哉顧問から， 1995年8月以前の会計整理の進行状況報告について報告された。また， I日事務痛と話し
合いの場をもつことの提案があり，遠藤直哉顧問が時期をみて設定することになった。

一.パソコン通信上のオンライン役員会に加えて 東京マタニティー・クリニック(東京都渋谷区)のコンピュータサイエ

ンスホールにおいて，定例の役員会を開催し，役員の意志疎通を円滑にしていくことになった。

役員の役員会への参加旅費について，暫定的に定められたc

一.第6回学術集会の会頭として，高瀬義昌理事が選出された。

議長

議事録署名人

向上

1995年12月15日

日本コンピュータサイエンス学会

理事長 法橋尚宏

現事 高瀬義昌

理事 池田俊也

監事 田中秀一

ヨヱドコンピュータサイエンス学会第6思役員会要旨

春季の第5臨学術集会の会頭を池田俊也理事にお駿いすることになった。

選挙管理委員会(委員長は西尾安裕顧関)を設置することになった。

特別セミナーを1996年 4月から毎月開躍していくことになった。

第6回学編集会は， 1996年9月l日に東京有明の国際展示場ビッグサイドで開擢することになった。

議長

書記

議事録署名人

向上

会費値上げのお知らせ

1996年l丹6日

日本コンピュータサイエンス学会

理事長 法橋尚宏

理事 高瀬義昌

潔 竹腰正隆

理事 沼原利彦

1996年度(会計年度 l月-12丹)より，年会費が現行の5，000円から， 7，500円になります(1996年3月248第4器日本コ

ンピュータコンピュタサイエンス学会総会にて決議)。なお，会費のお振込は，学会事務局までお問い合せいただきます

ようお願い申し上げます。

新規事業について

本学会の赤字射政の解法策のーっとして，会費値上げを決議いたしました(1996年 1月6日第6回役員会にて決議)。同

時に，それに見合う事業として以下を予定いたしておりますので，ご理解のほどよろしくお頼p申し上げます。今後と

も，会員皆様のご意見を反映した学会を自指していきたいと存じます。

1)学術集会を年2回(3月頃と 9月頃)開催します。そのうち 3丹頃に開催する学争詩集会は，春季学術集会として比較

的小さな会とします。一方， 9丹t頁に開催する学捕集会は，大規模な学術集会として，盛大に開擢いたします。

2 )学会主催のコンピュータ特別セミナーを定期的(基本的に毎月)に隣接します。内容については，会員の皆様のご意
見を反映させていきたいと考えております。特別セミナーの内容といたしましては，初級編と上級編にわけで，特定の

テーマを設けて実施いたします。まず，第l回を1996年4月に「プレゼンテーション(初Uk:波長時jとして， Macintoshのプレ

ゼンテーションソフト Persuasionを中心に，スライド作成のノウハウを講義する予定になっております。

1996年 2月初日

日本コンピュータサイエンス学会
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「森河賞」について

竹藤正隆(森河賞進行役)

この「森河賞Jとは， 1994年2丹に不慮、の事故によって亡くなられた故森河湾氏(前・福井法科大学臨床検査毘学講座)
を記念して作られた賞です。生前の森沌氏は，商用パソコン通信ネットワークの NIFTY司Serve(ニフティ株式会社)にあ

るバイオフォーラム (FBIO)を中心とした，ネットワーク上でも活躍されてました。特に，バイオ研究者にとって夜間な

ソフトウェアの開発に精力を注がれていました。また，公開後は使用された方々からの意見を取り入れて絶え関ざる改良

を加え，より使いやすいソフトウェアの開発に努力されていました。

その熱意に触れられた方の多くは，森河さんの死に衝撃を受け，偲とかその業績を賛えることができないかと考えてき

ました。 FBIOで各種意見が交わされた結果として， I森河賞jを設けることが決まりました。これは，年l思バイオ研究

者に有用なソフトウェアを Iつ選んで，その作者に「森河賞jを贈るというものです。作品の選考から決定の通知，発表に

るまで，すべて NIFTY欄ServeのFBIO上で行なっています。基本的には，地球上のどこにいらっしゃる方でも，パソ

コン通信を行なえば「森河賞」の推薦や選考に関与することができます。われわれは，電脳ネットワーク社会における新し

いスタイルの賞を創りあげようとして 意欲をもって進めています。

昨年，第 l聞の受賞作として，広島大学援学部麻酔学蘇生学教室の讃岐美智義氏作の Macintosh用の文献管理ソフト

ウェアを補助するソフトウェアである RT(REFERENCE TRANSFORMER)が選ばれました。第2回の受賞作も，この原

稿が読者の自に触れる頃には決定されていると，思います。この告知を読まれて森河賞に関心をもたれた方は，どうか

FBIOに加入して森河賞の運営に参加いただきますようお願いします。

(部い合せ先:東海大学涯学部分子生命科学2，qga00050@niftyserve.or.jpまたはmtakekos@is.icc.u-tokai.ac伊)
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観鰐努勢'. タ
最新書籍情報の検索・注文が出来ます!

http://www.umi.or.jp/belljbook.htm/ 

学@バイオ@サイエンス@テクノロジィ〉

世界の専門書籍・ CD-ROMを

閥解な価格設定で安く(現地販売価格×実勢レートX1.30) 

AirCargoで、平く (2--4週間)

確実にお間け致します!

t:D 

露滋鐙覇

~~ュ l .i_~

慶応義塾大学教授藤野豊美編

(株)ベルブック
東京都江戸川底北葛西 4-22-11 守134

Tel: 03-3869-9891 Free Fax: 0120-486-123 

関 21仕上紀の外科として期待されているコンピュータ・シミュレーション外科

盟 3次元画像， 3次元実体モデル，仮想現実外科などの手法を解説

鶴形成外科/整形外科/脳神経外科/外科/放射線科/歯科の第一線の執筆陣

鐘インターネットの医学コンビュータ関連wwwサーバを約150サイト収録
した“Medicaland Computer Web Collection"を付録CD“ROMで提供ー世界の情報
にアクセス

85判 309蚕 225図 CD“ROM付 定価 10，300円(税込)
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金沢医大出版局メディカ)1.-フォトセンター

小松一祐
東京慈恵医大医学情報センター

85判 328頁オール力ラー

定価5，500円(本体価格5.340円・税160円) 送料450円 ISBN4ヴ849-7157-2

ンil[C一議謹ンア撲接続審誌〆よさ){:雑緩いツフト1;競載する襲クタ:ー1I譲渡 一以

rr3次11. スライド作成の蔀に
2. DTPRソフトによるスライド作成

3. De1ta Graph Pro3によるスライド作成

4. Photoshop 3.0Jによる画像の扱い

5. フィルム出力

6. スライド作成のヒント(作例による解説)

，..'同嗣舗網棚剛幽幽・--・悶悶輔綱嶋個幽幽幽圃・m 同情鵬網"酬刷刷網棚翁働側雌幡幽幽・圏構網"・・嗣綱嶋梢剛曲目、

i スライド作成定番ソフトPersuasion3.0J. 
! フォトレタッチソフトPhotoshop3.0J. 

DTPRソフトAstound.

i 多彩怒機能を誇るDeltaGraph Pro3など
j 掻新のパージ3ン1<:対応して解説
i 充実したコラムと豊富な作例は i 
i 初心者，ベテランとも大いに参考iこなるでしょう
L時四ーー--舗網側-----ー自白嶋崎側側嶋側------ー値目恒幽却制制論側側欄欄嶋田--ーー・・ω 側_.1

詩作『マックでスライドjも好評発売中。

主総さバイブルの予感一鍵い寵れ義務フト慈悲襲Ig謹壊ない先生J~; 1:~滋訟 3 ムや

こちらはPersuasion2.1 Jに対応したスライド作成マニュアルです。

85判 232翼オールカラ一定髄4，800円送料380河

進日本 事新報社 ZL;1(? m猿替00100-3-25171
殴FAX(03)3292“1550(議室義ト 1560(販売)

看護・医療技術者のための

{保呆健学博士松木悠紀雄著 単なる机J上二の学留|にこ終始するのではなく，パソコンを活用して「什f行ラ動できるJ 構
85判 30∞O貰 定価280∞O円 報処理学器をめざしていEまます.J'iソコニンノ'1清笥報処理の墓礎から市販の3戸フブブ"リJケケ.一一幽幽山幽幽幽

ヨンソフトを組み合わせて各種のデ一タを処理する実践的手j法去までをわかりやす

く解説していEま長す.

看護・医療技術者のためのた L~ も
5史学簿土中野 正博著 「難しい」と思われている物理を，初めて学J3i人でも興味と面白さをもって学欝

85判 176頁 定髄2200円 できるよう工夫しています.睦療の話題を関連する文中で穣極的!こ取り上げるこ

とにより，物理と罷療の結びつきが理解できます.物理iこ親しみをもち，物理的

な考え方が身につくよう記述しています.

SPSS/PC+によるアー 門
保健学博士松本悠紀雄著 SASとともに広<期いられているSPSSのパソコン版ソフト SPSSjPC+の入

85判 220頁 定価2500河 内書.統計解析甫簡易嵩語とも呼ぶべきこのソフトは，研究や教育の現場では，

その使いやすさと機能性で多用されています.本書では一通りの解説から実諜の

データ処理までを記述しています.

(定価は税込み)

日本理工出版会 宇167 東京都杉践上井草4-1ト 12 TEL 03-3301-8760 FAX 03-3301-8761 
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沼原利彦小島清親/編 85変形判 160ページ定価5700円

組状標本の形態解析、電気泳動パターンの解析、グラブの読み取り、

三次元再構築、アニメーション、罷療用斑RI爾像ファイルのイン
ポートなど、画像解析ソフト NIHImageを丸ごとつめ込んだ
ハンドブック f

F02按付き:NIH Image' .55フルセット、オリジナル翼留期麗像ファイル

〈好評発売中)------一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一…-------
医学・生命科学論論文作成Macintoshリファレンス

(ライフサイエンス辞饗その他収録CD-ROM付き)
Macintoshのいろは
これから始める医師・研究者の入問ガイド

法橋尚宏池田俊也/鎮定鏑3，500持金子周司/緩定価4，700fIl

マッキントッシュとインターネット(アクセスFD付き)
一医学・バイオ・ゲノム研究へのネットワーク完会活用ガイド

鵜)11義弘水島洋/綴定価4，900円

震学・分子生物学研究のためのMacintoshハンドブック2

もっと知りたいデータ解析・論文投稿・スライド作成

法橋尚宏丸山和夫/綴定係4，400円

葬挙土数日;{22記官訂BZtt:二訳出レ @ご注文は最寄りの言動肢，または小社営業部まで

郵便苦言替・00130-3-38674

p 

~ 

インターネットでしあわせに

これだけで、いつでも、どこでも、すぐに、楽しく、インターネットな生活o

j t F t ιt 
! Netscape Navigatorと InternetConnect PPP ! 

(WWWブラウザ (PPPドライパ}

Macintoshか5インターネットに接続して、
すぐに、簡単にネットサーフィンができます。

(y 
@主要ネットワークプロパイダへの接続用スクリプトが数多く付いています。

@主要モデム設定ファイルが数多く付いています。

@ブロパイダへの接続は、取得したアカウントを入力し、メニューか5ブロパ
イダおよびモデムを選ぶだけで可能です。

.EudoraやNewsWatcherなどの、告種インターネットアブリケ…ションの

入手情報など、役iこ立つ情報ファイルも付いてます。

なn/FYb診、}/
~c-e~プタJ h、一 騒盤翠覇 Openγransportには対応しておりません。

Power Macintosh 7200/ア500/8500/9500でIcl:、

使用できませんのでご注意下2ざい。 (1996年5湾対応予定)

It 
株式愈社手f予イ手イ
本 社〒136東京都な葉区新砂1-6-35Nピル東綴町 ネットワ m クは、見えない大きなカです。

Tel: 03(5634)7651 Fax・03(3699)7048

大阪営繋所 干541大叛市中央区本昌J4-6-20積場コーオフィスピル コンピュ一世とコンピュ-51.人と人.人と社会.

Tel: 06(265)4811 Fax: 06(267)8292 そして、現在と未来を結びつけるネットワ-~人
E-Mail info@dit.CO.jp Homepage http://www.dit.co・jp d i t'草、そのために必望書なあらゆるツーんとノウハウの援供をめざしています.
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Macintoshで
Current Contents⑬100%活用のために
@ 

土建 裕自白(熊本県立大学生活科学部)著 85半1]/136頁/定価3，500円(〒340)

最新文献'構報のチェックと欝理を超合理化!

。フ口ツピーディスクで送られてくるCurrentContents⑫を100%活用。
+1週間に30分の時間を費やすだけで錨人用文献データベースガ構築できます。
。-PRMで，文献データベースの管理とリクエストカードの印儲ガこんなに鏑単。
φ題{騒な文献管理作業からま還に解般されだい万の定めに毒きまし定〈著者談〉。
令指録:フコフイjレメーカー@pro文献嘗理キット-PRI¥11

醸輔薗輯盟麓謹麓瞳盤調盤調盟醒盟瞳麓覇盟盟
長田 1聖護

発売以来大好評の「こんなに簡単 j……JがStatView
のE本語佑に伴いますますわかりやすくなって新登場。

日5半5・258寅定値4，300円(苧380)

長E 理署
厳密な統計理論より，正確で簡単な統計処理法が知りたい
という要望!こJiE;えた大好評のマニュアル第!弾!

85料・ 258箆定価4，300円(〒380)

lr!??pjM55151656堅均睡抑制l
柳井久江・畏田理審

好評のfMacintosh統計マニュアJlノ」の姉妹編。Mac以
外のパソコンでも悶諜の処瑳がで、きたらという熱望にJiE;える。

自5半日・ 232翼定価4，300円(〒380)

長田理著
どうすれば見栄え良いグラフが欝単に書けるかを追求した
実践的グラフ作成マニュアル。

85判・ 360買
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定価4，600月(千380)

(03) 3798-3315 
(03) 3798司3855j辰欝∞170-0-147227真興安易医書出版部=r106 東京都港区南麻布2丁目B番18号

/ 
応期工之官Jヰ='Jト~吉ノユ

定僅2，987円(す2，93R)-85判・240頁.202図

メジディアンインスツj以ンツ 向山大学医学部
ファーイースト 放射線科

輩・阿部道生・清 哲

法政大学第一教養部
生物学研究室

木原 著

画集処理ソフトのなかから主にAdobePhotoshopとNIHImageを取り上げ，

バイオ画集，すなわち医学・生物学領域での色々な画像の取り扱いについ

て実際的に解説した。

剖

おもな内容
デジタJレ暗室手法 デジタル画儀の基本的特性/デジタル暗室機器/イメージスキ

ャナを使った画像入力/フィルムスキャナの使い方/外部機器からのファイル入力/

Photoshopによる画像の修正・編集/酉像出力/画像データのファイリング ビデオ顕

微鏡 ビデオシステム構成/AVマッキントッシュでのビデオ画像取り込み/デジタルピ

デオカメうからの入力/顕微鏡菌犠の修正剖 コンフォーカル顕微鏡の霞像処理

他機種からのデ…タの移動/コンフ寸ーカル菌像のファイルの開き方/マッキントッシ

ユを使った三次元麗像構築 医療用蕗像の蕗像解析環境について/NIHImageを

用いた画像解析/画犠の入力/画像の観察/画像の編集/臨像の解析/立体画像処理

付:スタックを利用した組み写真の作り方

委翠E思議塚支~~ì

1996・2

金原出版株式金杜 東京都文京区湯島2-31-14(〒113-91)電話(03)3811-7184
FAX(03)3813-0288提替00120-4-151494(営業部直通)
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日本コンビュータサイエンス学会会期

第 1主主 総剣

第 1条 本会は， I日本コンピュータサイエンス学会jと称する。
英語表記は， Japanes巴Associationof Computer Science (略称

JACS)とする。

第2条本会の事務局を大学，病医続，研究機関内に置く。

第2霊童 毘的および率業

第3条本会は，医学・看護学・歯学・薬学・疫学・理学・工学

に演速する幅広い分野において 診療や研究活動ヘコンピュータ

サイエンス関連技術を活用して得られた成果に演して，分野の枠

を越えた交流を行なうことを目的とする。また，本会は研究者が

自らの手でコンピュータサエイエンスに関するグループを形成

し，さまざまな活剤事例を交換し，議論を震ねてその成果を公表

していくことにより，自らの研究分野とコンピュータサイエンス

調逮分野双方の交流と発展をめざしている。

第4条本会は，第3条の目的を達成するために次の事業を行な

つ。

第5条国内の学術集会を年l割以上開催し，そのうち 1回は総

会をあわせる。

第6条本会の論文誌として「コンピュータサイエンスJを年2
回以上刊行する。論文誌に関する規定は別に定める。

第7条必要に応じて，会員同士あるいは外部との共同研究を行

なうための組織を霞くことができる。

第3j童会員

第8条本会の会員は，次のとおりとする。

1.正会員 本会の毘的に賛同し会の活動に参加

する倒人

2.賛助会員 本会の包的に賛同し会の活動に参加

する企業あるいは間体

3.協賛会員 本会の行なう事業を援助する個人お

よび事業所

4.名誉会員 本会の運営，事業について特に功績

のあった正会員

第9条本会に入会を希望する者は，入会申込書に会費を添えて

申し込むものとする。

第10条会員が退会しようとするときは，文書をもって本会に申

し出ることとする。その際，既納の会費は払い戻ししない。

第11条 会員がこの会の名誉を傷つけ，また本会のB的に反する行

為のあったとき，役員会の議決をへて理事長がこれを除名できる。

第12条会員は次の場合その資絡を失う。

1.退会

2.禁治産および準禁治産の宣言

3.死亡および失綜宣告

4.徐名

5.会費の滞納

第4重役員および職員

第13条本会に次の役員を置く。資格として，アクティブなコン

ピュータユーザであることを条件とする。

1.理事長 l名

2.常任理事 務干名

3.理事

4. 霊長事

名

名
mw

干
~
若

m

ヘυ

第14条理事長は役員会において理事の中から選任し，総会の承

認を受ける。

第15条役員会が，名誉理事および顧問を置くことができる。

第16条理事長は本会を代表し，会務を総括する。常任理事は理

事の中から理事長が委託する。役員会は，理事(理事長，常任理

事を含む)で構成し，監事および事務局長は出席し発言すること

ができる。

第17条役員の任期は2if.とする。ただし，議{壬は妨げない。

策18条本会の事務を処理するために職員をおくことができる。

職員は湿事長が任免し，有給とする。事務局の代表者を事務局長

と称する。

第5重量 会計

第19条本会の経費は会員よりの会費，事業収入，寄付金および

他の収入をもってこれにあてる。淫事長は役員会の議決をへて，

独立の特別会計を設けることができる。

第20条本会の会計責任者は，理事長と経理担当理事が連帯して

あたる。

第21条会計状況について，監事が年1@]以上監査を行ない，役

員会および総会で報告する。

第22条会費は年額l口それぞれ，正会員7，500円，賛助会員

30，000円とする。協賛会員の会費については，その都度理事長が

定める。名誉会員の会費は徴収しない。

第23条本会の会計年度は月 l日に始まり12丹31日に終わ

る。

第6窓会議

第24条理事長は学術集会開催時に定例役員会を召集する。ま

た，理事長が必要と認めた場合，または役員の1/3以上が要求し

た場合は，臨時役員会を開催する。臨時役員会については，通信

ネットワーク上のオンライン会議室での務催も可能とする。

第25条役員会は役員の1/2以上の出席により成立する。役員会

は総会において議決すべき事項，および本会の業務に関して理事

長が必要と認めた事項について審議する。役員会の議長は理事i造

とする。

第26条総会は最低年l凶以上積催し，次の事項は総会の議決に

よらなければならない。

1.理事長の承認

2.会則の変更

工事業報告および収支決算に関する事項

4.事業計画および収支予算に隠する事項

5.その他，理事長が必婆と認めた毒事項

第27条次の事項は，総会において報告しなければならない。

1.理事長選任結楽

2.役員選任結果

3.事業組織の設立および解散

4.事業組織の構成委美

5.その他，役員会において必要と認めた事項

第28条役員会の議事は，出席した理事の過半数をもって決し，

可否毘数のときは議長の決するところによる。

第29条 学術集会の主幹を会頭と称、し，役員会が会頭を選任す

る。会頭と役員は協力して，学術集会の運営を行なう。
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第7重量 理事および監事の選挙

第30条環事および監事は選挙によって選任され，選挙は会員に

よる郵便投票とする。

第31条正会員は他の正会員2名の推薦があれば理事および監事

に立候補できる。立候補申請の様式は事務局で定める。ただし，

理事および監事に立候檎するものは，その職務のために霞子メー

ルアドレスを持つことにする。

第32条選挙に関する細長せは別に定める。

第8章その他

第33条本会の運営に詩毒する細目せは，別に定める規定による。

第34条本会則に定めのない事項，疑義の生じた条項について

は，その都度役員会にはかり，対処するものとする。

的殿

1.本会の事務局を1996年4月1Bより(財)日本学会事務セン

ター内(〒113 東京都文京援本溺込5-16-9)に霞く。

日本コンビュータサイエンス学会役員 (1996年3月現在)

理事長

顧問

理事

震を事

編集委員長

編集委員

法橋出宏

遠藤藍哉

田中公威

西尾安持

櫛田洋一郎

吉田博文

池田俊也

加部一彦

金子周司

清水稔

陶山昭彦

高瀬義昌

竹腰正経

沼原利彦

水島洋

田中秀一

東邦大学医学部

第ニ東京弁護士会

(株)医療文化研究所

(株)ニッポン放送

東京マタニティー・クリニック

(株)STN
慶磨義塾大学陸学部

社会福祉法入居、賜財団母子愛育会愛育病院

京都大学薬学部

独協医科大学越谷病院

鳥取大学医学部

医療法入社団常仁会牛久愛和総合病説

東海大学医学部

香JlI医科大学
悶立がんセンター研究所がん情報研究部

第二東京弁護士会

(五十音)1霞)

コンビュータサイエンス議集委員

沼原利彦

石井留雄

鵜川義弘

小高清掃

藤自信之

法橋尚宏

香川保科大学

レスペ・ケミカル(株)

農林水産省農業生物資源研究所

オリンパス光学工業(株)

闇立遺伝学研究所

東邦大学震学部

(五十音)1震)
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{日本コンビュータサイエンス学会の入会方法}
学会入会をご希望の方は この用紙に必要事項をご記入のうえ 学会事務局までお申し込みください.

本年年会費 (96年l 月 l 日 ~12月 318/学会刊行物を含む)は7，500円となります.なお、入会金は無料です.

〈お振込先

千113 東京都文京塁本駒込5-16-9 財)日本学会事務センター にお問い合せください.

Tel 03-5814-5810 Fax 03-5814-5820 

ー解…一一…ー艇…一一一…択一…一一“解一一…ー総一…一一一択一一

日本コンピュータサイエンス学会登録用紙

ヌ玉三5ヒ 主義 1.新規登録 2.既登録(※Oをつけて明記ください)

フリガナ
氏 名

ローマ字

11主 見IJ 男 . 女 生年月日 19 年 月 日

勤 名 寺か

所 属

務
所在地 T 

先 Tel. (内線) Fax. 

自 住 所 T 

脚二み七叫

Tel. Fax. 

学会誌送付先 勤務先 . 自宅
N I FTY -Serve 

電子メール
Internet 

通 欄
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コンビュータサイエンス
投稿論文募集のご案内

盟本学会誌fコンピュータサイエン
スJでは，会員の方からの投稿論文
を広く募集しております。サイエン

ス領域でのコンビュータの手技，ソ

フトウェアの開発等，学際的な分野

の診療や研究をとおして得られた成

果に関する寄稿を歓迎します。

JJCS 

三多符写j沼3

《委譲築後

内
閣
枝
鳩
山
四

m
m

-詳細については本誌掲載

の投稿規定をご参照くださ

い。なお不明の点につきまし

ては学会事務局にお摺い合わ

せください。

学会事務局:

苧113 東京都文京豆本鞠込5… 16-9 

(財)自本学会事務センター内

E本コンビュータサイエンス

TEL 03幽5814岨5810FAX 03-5814幽5820

E本コンビュータサイエンス学会

J apanese Association 01 Computer Science 
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， • 本誌の自的
本誌は，日本コンピュータサイエンス学会の学会誌および論文

誌として刊行する。本誌は，医学・歯学・薬学・看護学・理学・

工学 .1築学に関連する幅広い分野で診療や研究活動に，コン

ビュータサイエンスを活用して得られた成果を分野の枠を超えて

交流させることを民約とする。

2. *誌、誌が歓迎する論文

本誌は，とくに研究蔚へのコンピュータサイエンス的手技活用

の実践的異体的な論文を歓迎する。また，幅広い分野で利用が可

能なデータベースやソフトウェアの開発に関する論文も歓迎す

る。本学会は，分野の異なる研究者が参加する横型の学会である

ことを念頭に，目的・対象・内容表現の記述にあたっては，手

技・分野を超えた明瞭さをお願いしたい。

3. 投稿資格

原則として，著者は学会員であることを必要とする。ただし，

編集委員会が認めた場合にはこの限りではない。

4. 投稿規定

原稿は和文または英文とし，別記する執筆要項で指定されたス

タイルにしたがう。

5. 校正

受理原稿の著者校正は，原則として初校のみとする。

6. 著者の負担l正当分の街以下のようにする。

投稿料:無料。

別冊 : 30部を筆顕著者に無料で進呈する。 30部をを超える希

望がある場合には，別に定める料金表ように著者負視となる。こ

の場合，初校時に必ず必要部数を申し出ること。

そのほかカラー印刷を希望する場合には，原則として著者に

実費負担をお願いする。

7. 著作権

著作権はコンピュータサイエンス学会に所属する。論文内容

は，学会のWVI明T(Workd Wid巴Web)にでも公表する。ただし，

著者は開発したデータベースやソフトウェアおよびハードウェア

などに対する権利，論文内容を将来の研究のために利用する権利

等は保有する。掲載記事内容の資任は著者が負うものとする。

8. 査読

投稿原稿の採否は編集委員会が決定する。訂正を要請された原

稿は指定期間内に改定しなくてはならない。

{コンビュータサイエンス執笈婆壌}

原稿は，原則として，電子ファイルの形でお送りいただきます。

本誌は， Macintoshによる DTPにより組版を行ってL喝関係よ，以

下の形式でお送りください。本文，各図，各表，~説は，それぞれ

独立したファイルで保存してください。 また，本文・図・表の中

のフォントは，極力JISコード体系以外の外字を使用しないように

してください。文字化け等の確認のため，テキスト，劉，表をプリ

ントアウトし，言書体等を指定したものを併せてお送りください。数

式はMathType(Macintosh)で組版を行ってLミますので， MathType 

で作成された数式の場合はオリジナルのファイルをお送りくださ

い。それ以外の場合には，活字でプリントアウトしたものをお送り

ください。なお， Texには対応、できません。

CMacintoshの場合〕

Macintoshフォーマットのフロッピーディスク，あるいは， 3.5 

インチMO(128MB) を使用してください。本文・図説はEDF

形式， MacWriteIl-J形式，標準テキスト形式のいずれかで保存

し，プリントアウトしたものも添付してください。なお， Nisus 

Writer (Solo Writer)については標準のファイル形式でお送りく

ださい。劉表はPICT形式(圧縮なし)で保存し，プリントアウト

したものも添付してください。図表のフォントはPSフォントをご

使用くださLミ。

Macintoshで作成した原稿は，本文・図・表に分けて保存した

ファイルをお送りいただきます。数字や欧文の単語は，半角に統

一してください。涼刻として，本文の和文フォントは級明朝体，

欧文フォントはTimes，記号はSymbolを使期してください。ま

た，本文関表を含めアプリケーション独留の特殊フォントの使用

は極力さけてください。 また， rカタカナ表記で Computerは

コンピュータですjのように欧文単語前後には半角スペースを掃

入せずに， rカタカナ表記で、Computerはコンピュータですjのよ
うにベタ打ちとしてください。

論文の長さは，論文の場合は，仕上がり10頁以内，短報の場合

は，仕上がり 4真以内をめやすにしています。論文の場合は，

10，000文字以内(図表は l点につき200字として換算してくださ

本文のファイルの名前は筆頭著者.“本文"+投函日としてくだ

さい。例 “法橋尚宏.本文94/08/28" 英文・和文いずれの投稿に

おいても，英文・和文両方の題名・著者・所属・キーワード・要

約が必要です。本文の執筆は以下の順序でお書きくださL、
running head (全角20字以内)，別刑務求先。

和文題名，和文著者名，和文所腐，和文キーワード，和文要

約(600字以内)

英文題名，英文著者名，英文所属，英文キーワード，英文要

約(300語以内)

本文，謝辞，文献，留説

引用文献は本文での引用J!際に番号をふり，本文中では引用箇Jifr

に[1 ]のように記入してください。なお，各文献は次の形式lこし

たがってください。著者は3人まではすべて記し 4人目からは

そのほかどしてください。

雑誌のとき [番号}著者，論文題13，雑誌名，巻，開始頁働
終了頁，発行年西暦.

単行本のとき [番号}著者，書名，発行所名，発行場所，発

行年.

また， Internetよの資源、を引用文献とする場合は， URL 

(Uniform Resource Locator)で表現し，著作権者とアクセスした

日時を記載してください。

B本コンピュータサイエンス学会:http://WWW.dna.affrc.go 

jp/htdocs/JACS/， 1996年l月28日アクセス

表はl枚ずつ保存してください。ファイル名は，筆頭著者.表

番の形式にしてください。例 “法橋尚宏.表1" 

図のファイ)[.-名は，筆頭著者.図番の形式にしてください。例

“法橋尚宏.劉 1"。なお，画面ダンプは256色グレ一階調・縮小

せずに保存。写真はスライドあるいは紙焼写真をお送りくださ

い。写真の裏面に，題名・筆頭著者・図の番号・天地を記入して

ください。

CDOS系の場合/UNIX系の場合〕
基本的には上述の Macintoshに準じますが， 640KB (8-tク

タ)もしくは720KB(9セクタ)にフォーマットされたフロッピー

ディスクを使用ください。本文，表，図説はDOSテキスト形式

で保存し，プリントアウトしたものも添付してください。なお，

一太郎については標準のファイル形式でお送りください。悶は

プリントアウトしたものをお送りください。

お送りいただくもの フロッピーディスクあるいは3.5inch 

MO(光磁気)ディスク:ラベルを貼って，論文表題，著者名をお

寒きください。必要があれば写真スライドあるいは紙焼。

原稿打ち出し:イタリックなどの文学長毒性を朱書き指定した原

稿打ち出しを必ず同封ください。図表の挿入位置やサイズに指定

がある場合には併せて記入ください。

図表打出し :図表の番号を併せてご記入ください。

カバーレター:題名，著者，同封されているフロッピーディス

ク・写真・打出しの数，フロッピーディスク内のすべてのファイ

ル名，本文や表を作成したアプリケーション・システムのパー

ジョン等について記入したカバーレターをつけてください。

送金去 フロッピ一等は適当な厚紙などで挟むか，専用のメー
ルパックをお使いください。角3封筒に保護i厚紙を同封し，必ず
簡易書留にて下記の送り先にご送付ください。原則として，お送

りいただいた原稿・メディア・写真は返却いたしませんので，予

めご自身でパックアップコピーをお願いいたします。

送付先:〒113東京都文京区本駒込5-16-9 

(財)日本学会事務センター内

日本コンピュータサイエンス学会
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賛助会員一覧

Bio-Net (NIFTY舗ServeFBIO) 

協賛企業一覧

協賛企業名 所設地 TEし FAX. 

金原出版(株) 113綱引東京都文京尽湯島2-31-14 03・3811-7184 03-3813-0288 

シーティーシー・ラボラトリーシステムズ(株)154 東京都世田谷区二軒茶屋2-11-23 03ω3419-9171 03-3419・9179

真興交易(株)医書出販部 106 東京都港区高廓布2-8 -18 03-3798-3315 03-3798欄3096

(株)ディアイティ 136 東京都江東区新砂1-6 -35 

NピJt--東陽町 03剛5634-7651 03-3699-7048 

(株)南江堂 113 東京都文京区本郷3-42-6 03-5803-2590 03欄3814-8254

(株)南山堂 113 東京都文京区湯島4-1-11 03-5689鵬7870 03欄5689-7864

(株)日本撃事新報社 101 東京都千代田註神田駿河台2-9 03-3292-1551 03-3292-1550 

日本ポラロイド(株) 105 東京都港誌虎ノ門3-3-2

第30森ピJt-- 03-3438-8879 03嶋5473-1630

日本理工出版会 167 東京都杉並区上井草4-16-12 03-3301-8760 03-3301-8761 

(株)ピー・エヌ・エヌ 102 東京千代田控麹町2-6-5

麹符E.C.KピJt-- 03-5274-1714 03嶋5276-1815

富士ゼロックス(株) 134 東京都江戸川底酋務酉8-4-6 03-5674-3311 03-5674-7666 

(株)ベルブック 134 東京都江戸川区;北葛西4-22-11 03-3869・9891 0120-486-123 

森川医科器械(株) 113 東京都文京i豆本郷3-16-7 03舗3814-1611 03-3814-4504 

(株)学土社 101 東京都千代田区神田多町2-9-2

神城ビJt-- 03-5296-1001 03-5296-1101 
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{繍集後記1
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Vol.3， No.1， 1996 

1994年8月に創刊されました日本コンピュータサイエンス学会誌「コンピュータサイエンス」も，おかげを

もちまして通算第4号発刊の運びとなりました。今屈の繍集主幹は，本学会の理事長でもある法橋編集委員

にお車異いしました。

学会誌は，学会の学摘活動や業績の記録として，重責を担っております。毎回編集後記で述べているとこ

ろですが，本誌は，罷学・看護学・醤学・薬学・農学・理学・工学に関連する幅広い分野において， fpカミに

コンピュータを活用するかjということを軸に，自らの研究分野とコンビュータサイエンス関連分野双方の交

流と学際的な発展をめざしているものです。コンピュータを使われる方/作られる方，双方の幅広い御参加

をお待ちしております。(沼原利彦)

本誌では，日進月歩のコンピュータに関する論文を扱いますので，原稿受付からその採択までの期間を短

縮するよう，査読体制と DTP制作体制において努力しております。すでに電子メールによる投稿もいくつか

行なわれていますが，今後も歓迎いたします。投稿受付は， jjcs@jacs.orgで、行なっております。ただし， MO 

ディスクを必要とするような大容量のデータには，電子メールでは対応できないという限界もあります。

本学会のホームページは，昨年より試験的に開設されてきました。 ζの震，独自のドメインを使って本学

会のホームページが開設されましたのでお知らせいたします (http://www.jacs.org/)。ここでは，過去の学

会誌の全文を閲覧することもできます。なお，学会一般に関することは，電子メールinfo@jacs.orgで受け付

けています。

今思の査読は，本誌編集委員に加えて，東邦大学公衆衛生学講座の松井研一氏のご協力を得て行ないまし

た。さらに，英文添削は，雑誌Timeなどでフリーのライターとしてご活躍中の MarkSchreiber氏にお顧pp

たしました。最後になりましたが，本号の表紙をデザインしてくださった東京芸術大学美椀学部色彩学研究

室の市原恭代氏，本誌のDTP制作を担当いただいた株式会社インターメデイカルの真木長彰氏に感謝の意を

表 します。(法橋高宏)

コンビュータサイエンス繍集委員

編集委員長沼原利彦
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医療統計解析ソフトの決;定版i三一

ビデオ rStatViewによる統計解析』
インストラクター:関山昭彦(鳥取大学医学部)

・医学分野で最も利用されているStatView4.5の操作をピデオによりわかりやすく解説.

・多数の統計解析手法について， StatView 4.5の操作方法，例題を脂いた解析を通して統計学の初歩から実践まで説明.

・実際に多用される統計手法は，特に時間をさいて丁寧に解説.

・臨床医学で必須の生存分析については宅第4巻として独立させ詳細に説明，• 第 1巻開基礎編-rStatView基本操作と統計解析入門j
グラフイメージ・解析メニュー， StatView解析戦絡をすっ

きりさせるための全体把握/群間比較，相関・回帰司生存

分析司データシートの作り方宅データ捻出/カテゴリーイヒ

/データ加工/データクリーニング司正規分布とノンパラ

メトリック、分布の取り扱い司結論の読み方

第 4巻町生存分析編倫「生存分析J
パラメトリック法とノンパラメトリック法によるアプロー

チ生命表法/カプランマイヤ一法による生存分析

coxハザードモデル:生存率に与える多要因の検討
わかりやすい結果の組み立て方警回~帯型生存モデル宅適切

な解析法

第 2巻幡実践編ト「群間比較J 。2若手間の比較:データシートの作り方唾対応あり/対応な

し宅コンパクト変数‘パラメトリックとノンパラメトリッ

ク宅等分散性， Welch 検定宅フローチャートによるまとめ

3群以上の比較:分散分析，パラメトリック/ノンパラメ

トリック司いくつかの実験パターンへのアブローチ哩フロ

ーチャートによるまとめ

第1巻~第3巻 各9，400円(本体価絡)

第4巻 14，000内(本体価格)
第 3巻ー実践縞 2-r相関と回帰j

最

新

回帰:単回帰/震回帰 相関:関連の強さ/ノンパラメ

トリックとパラメトリック司連続データとカテコリーデー

タの組み合わせ宅相関係数 因子分析 :13に見えない要
因の強さを計る • 

第1巻~第3巻セット特別価格

26，000内(本体繍絡)

主ndNotePlus5舌用マニュアJレ 多国緩勝義・讃岐美智義・伊藤勝著/85変型判・ 156貰/定価2，800円(税込)

文献情報のデータベース化および論文作成のツールとして必携のソフトEndNotePlusについて多数の図をもとに詳細に解説.

EndNote Plusは投稿する雑誌に合わせて，引用文献や参考文獄を自動的に作成するので迅速に論文作成ができる.MEDLlNEなど

各種CD・ROMなどの文献データベースのデータを忘れdNotePlusに取り込むEndLink噌 JOISや医学中央雑誌のCD-ROMなどの日本

詩文献の取り込み周データの作成を自動化するためのRTについても丁寧に説明.

医師のためのPersuasion3.0J 和也啓二著/85変型判・ 124頁/定価3，200円(税制
学会発表の機会カf多い司臨床医や研究者を対象に雫 Persuasion3.0Jを使った効率的かつ効果的なプレゼンテーションのテクニッ

クを実擦の経験を元に解説.いかに美しく宅わかりやすく弔スマートに見せるかという点に重視し句学会発表での重要なファク

• 

• 

干8 ター“スライド"告別乍を中心にレクチャー.

BNN盟~
(株)ビー・エヌ・エヌ 千102 東京都千代田区麹町2-6-5 麹町己C.Kビル γEL.03-3238-1271 Bug News Network 
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学会・フ。レゼンテーションの発表用スライド

周辺までくっきり見えたら、ポラロイド・HR-6000。

発表用カラースライドを自分のパソコンで作成したい、とお考えの方へ。デジタル・

フィルムレコーダーHR-6000をおすすめします二高性能CRT、精密な光学装置

がもたらす高解像度に加えて、テ'スクトップ・タイフ。で初めての「タマナミック・フォー

カス回路」を採用し、すみずみまで美しい高画質を実現しました。違いは、スライド

の周辺部分までーくっきりと映し出せること。発表内容のすべてをはっきり伝えること

ができますLしかも色表現は、24ビット・カラー、1670万色の美しさ。従来は、 出力

センターでしか得られなかったプロフェッショナルな35mmスライドが、ここまで身近

な価格で手にできるようになりました。

ポラロイドならトータルにシステム化できま宮h

①35mmフィルムの画像データをノぞソコンに取り込み

たい方に 35mmフィルムスキャナPOLASCAN35

Macintosh用/Windows用 mos/v、NEC98)
各￥189.000②ハードディスクの容量を気にする

ことなくデータを残したい方に リムーパ7'，いハード

ディスクポラロイド・ピクチャー・ドライブ￥99.8日0-

※HR-6000と組み合わせたお得なセットもありますL

争福田
日後②

Polarold 日本ポラロイド株式会社 電子映像事業部干105東京都港区虎ノ門3-2-2第30森ピル TEL:03-3438-8879

コンビコーヲワイ工ンス

ポラロイドデfジ7)レノぐレッ卜HR-6ooo￥698.000(セットB)

本ポラロイドテ'ジ7)レパレット CI-5000S￥548.000(セ y卜B)もあります。

1996年3月29日発行定価 3，000円(本体 2，913円)


